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概要 
 遠藤新（1889-1951）が，帝国ホテル（1923）にみた建築空
間の特質について考察している。帝国ホテルは，遠藤の師フラ
ンク・ロイド・ライト（1867-1959）によって設計された日本
を代表する迎賓館であり，遠藤はライトの設計を支え，1917
（大正 6）年から竣工した 1923（大正 12）年までの 6 年間設
計に関わった。遠藤が，帝国ホテルを建築として初めて包括的
に論じたのは，1936（昭和 11）年に発表した「帝国ホテルの
増築に就いて」である。この中で，芸術としての建築の空間的
特質を「空間の醍醐味」と名づけて論じている。本研究では，
この特質について，過去の遠藤の記述や関連文献資料を参照し
ながら，遠藤の考えを整理し考察する。 
 遠藤が「帝国ホテルの増築に就いて」を記述するに至った経
緯として，4年後のオリンピック開催に向けて帝国ホテル側が
発表した増築案の内容と背景を概観する。「空間の醍醐味」に
ついては，遠藤がとりあげた宿泊客の感想と，建築家としての
遠藤自身の考えについて検討する。後者については，建築空間
のすべての寸法を人間に合わせた尺度で統一的に決定する「ス
ケール」について考察する。また，全体から細部に至る建築の
形態を，建築の構成要素の関係性によって決定する｢建築的構
成｣について考察する。 
 
Summary 
 This paper examines on the spatial character of the 
Imperial Hotel as expressed by Arata Endo who worked 
under Frank Lloyd Wright. The hotel was designed in 1923 
by Wright as a government guest house, representing 
Japanese high culture. Endo first discussed the hotel in ‘An 
argument of the addition to Imperial Hotel’ in 1936, he 
refers to the spatial character as being ‘a real taste of space’, 
called ‘daigo-mi ’ in Japanese.   
The reason that Endo wrote the argument is considered 
from the aspect of the addition being done without Wright or 
Endo. The ‘real taste of space’ is examined with the 
impression of both Japanese and overseas guests. What 
Endo as an architect wrote is considered from the aspect of 
both ‘scale’ and ‘architectural composition’ which he himself 
named. 
はじめに 
 本研究は，遠藤新が，帝国ホテルにおける建築空間の特質
をどのように捉えたかを明らかにすることを目的とする。帝国
ホテルは，遠藤の師フランク・ロイド・ライトによって設計さ
れたライトの代表作のひとつである。遠藤は，1917（大正 6）
年から 1923（大正 12）年まで帝国ホテルの設計に関わった。
それは，ライトが帝国ホテル側と設計契約し解雇されるまでと
ほぼ重なっている。最初の 1 年 8 ヶ月はタリアセンのライトの
アトリエで基本設計に，1919（大正 8）年からは帝国ホテルの
現場で実施設計に携わった。ライトが，1922（大正 11）年に
帰国した後，師の代わりに翌年の完成を見とどけている。 
 遠藤が，帝国ホテルを建築として初めて包括的に論じたのは，
「帝国ホテルの増築に就いて 1)」（1936）である。帝国ホテル
は，日本を代表する迎賓館として，世界に通用する日本らしさ
の表現が求められた。しかしながら，遠藤は，日本らしさの表
現に先立って，帝国ホテルが他に類を見ない高い芸術性を具え
ていることに，まず建築としての価値をおいている。そして，
芸術としての建築の空間的特質を「空間の醍醐味」，「建築本来
の立体性」という言葉を用いて説明している。それらは，遠藤
が，ライトのもとで設計に関わって以来，自らも建築家として
自己の作品に実現しようと研鑽を重ねた質であろう。本稿では，
この二つの特質のうち「空間の醍醐味」について考察をおこな
う。必要に応じて，過去の遠藤の記述や関連文献資料を参照す
ることにする。 
 
1.「帝国ホテルの増築に就いて」の背景 
1-1 記述に至る経緯 
 1936（昭和 11）年，日本における 4 年後のオリンピック開
催の決定を受けて，帝国ホテル側から増築案が発表された 2)。
それは，設計者であるライトにも，右腕としてライトを支えた
遠藤にも全く声がかかること無く進んだ計画だった。増築案は，
ライトは勿論，遠藤とも設計について関わりをもたない日本人
建築家高橋貞太郎 3) （1892-1970）による設計である。しかも，
ライトの設計意図を完全に無視したものであったことは，遠藤
の次の言葉によく表れている。文中の大倉男とは，男爵大倉喜
七郎のことである。帝国ホテルの礎を築いた初代大倉喜八郎の
息子で，当時，帝国ホテルの筆頭株主でもあった 4)。 
「最近卒然として我らを驚かしたものは所謂大倉男のクリーン
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ࣄࢵࢺᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏᱌―⪋ࡶࡑࡢቑ⠏ࡣᚋ᪉ࡢ✵ࡁᆅ࡟᪊
࠸࡚ࡍࡿࡢ࡛࡞ࡃ๓㠃࡟࠾࠸࡚ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡦ࡜ࡇ࡜࡛ࡍࠋ⚾ࡣ
ࡇࡢグ஦ࢆㄞࢇ࡛ࡓࡔ࿈↛࡜ࡋࡉࡽ࡟ᬯ↛࡜ࡍࡿእ↓࠿ࡗࡓࠋ
5)ࠖ 
 ࣛ࢖ࢺ࡟ࡼࡿᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪஧ᮏࡢ⭎ࡢࡼ࠺࡟ఙࡧࡓᐈᐊᲷ
ࡀ୰ኸࡢබඹ✵㛫ࢆ୧ഃ࠿ࡽᢪ࠼㎸ࡴࡼ࠺࡟㓄⨨ࡉࢀ㸪ࡑࡢඛ
➃ࡢ㈗㈱ᐊᲷࡣ๓㠃㐨㊰ഃ࡟ᙇࡾฟࡋࡓ㓄⨨ࡔࡗࡓࠋᖇᅜ࣍ࢸ
ࣝࡢᩜᆅṇ㠃࡟❧ࡘ࡜㸪ᕥྑ࡟㓄⨨ࡉࢀࡓ㈗㈱ᐊᲷ࡜㸪ࡑࢀࡽ
࡟ᣳࡲࢀࡓ୰ኸࡢụࡀぢ࠼㸪ࡉࡽ࡟ࡑࡢዟࡢṇ㠃⋞㛵࡬࡜ㄏࢃ
ࢀࡿࠋṇ㠃⋞㛵ࡢ⫼ᚋ࡟ࡣ㸪࣮࣍ࣝࡸᐗ఍ሙ࡞࡝ࡢබඹ✵㛫ࢆ
᭷ࡋࡓ୰ኸᲷࡀ㸪࡝ࡗࡋࡾ࡜᥍࠼ࡿࠋ๓㠃㐨㊰ഃࡣࡑࡢࡼ࠺࡞
ᬒほࡔࡗࡓࡇ࡜ࡀ㸪⌧ᅾ≟ᒣᕷ࡟⛣⠏ࡉࢀ࡚ṧࡿṇ㠃⋞㛵ࡸ㸪
ᙜ᫬ࡢᅗ㠃࣭෗┿࠿ࡽఛ࠼ࡿ 6,7)ࠋ࡜ࡇࢁࡀ㸪ቑ⠏᱌ࡣ㸪ᕥྑ
ࡢ㈗㈱ᐊࢆྲྀࡾቯࡋ㸪୰ኸࡢụࢆᇙࡵ࡚࢚࣮ࣞ࣋ࢱࢩࣕࣇࢺࢆ
タ⨨ࡋ㸪ṇ㠃⋞㛵ࢆᨵ⠏ࡋ㸪๓㠃㐨㊰ഃ࡟ 8㝵ᘓࡢᐈᐊᲷࢆቑ
⠏ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡶࡢࡔࡗࡓࠋᖇෙᵝᘧࡢ❧㠃ࢆࡶࡘቑ⠏Ჷࡀ๓㠃
㐨㊰࡟ᑐࡋ࡚㧗࠸ቨࡢࡼ࠺࡟ࡑࡧ࠼ࡓࡘ 8)ࠋ⤖ᯝ࡜ࡋ࡚㸪ࣛ࢖
ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪๓㠃㐨㊰࠿ࡽࡣ࡯࡜ࢇ࡝ぢ࠼࡞ࡃ࡞ࡿࡇ࡜
࡟࡞ࢁ࠺ࠋᙜ↛㸪㐲⸨ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏ⓗ౯್ࢆ඲ࡃ⌮ゎ
ࡋ࡞࠸࡝ࡇࢁ࠿㸪ࡑࡢ౯್ࢆྲྀࡾ㏉ࡋࡀࡘ࠿࡞࠸࡯࡝࡟ᦆ࡞࠺
࡜ุ᩿ࡋࡓ࡜ᛮ࠺ࠋ 
 ࡜ࡇࢁ࡛㸪ࣛ࢖ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪タィ⪅ࡢྡ࡟ᅉࡳࣛ࢖ࢺ
㤋࡜࿧ࡤࢀࡓ 9)ࠋୡ㛫࡛ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜ࡑࢀࢆタィࡋࡓᘓ⠏
ᐙࣛ࢖ࢺ࡜ࡀ୍య࡜ࡋ࡚ព㆑ࡉࢀ࡚࠸ࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋᘓ⠏ᐙࡢグ
ᛕ㤋࡛ࡣ࡞ࡃ㸪ᅜࢆ௦⾲ࡍࡿ⌧ᙺࡢබඹᘓ⠏ࡢ㏻⛠࡟ᘓ⠏ᐙࡢ
ྡࢆෙࡍࡿ஦౛ࡣ㸪⛥࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋࡋ࠿ࡋ㸪࣍ࢸࣝࡢቑ
⠏ィ⏬ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡣࡶࡕࢁࢇ㸪ᙼࢆᨭ࠼ࡓ㐲⸨ࢆࡶ⺅ᖒࡢእ࡟
⨨࠸࡚㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝഃࡀᥥ࠸ࡓࡶࡢ࡛࠶ࡗࡓࠋࡑࡢཎᅉ࡜ࡋ࡚㸪
ࣛ࢖ࢺࢆᣍ⪸ࡋࡓᯘឡసࡀ㸪ࡍ࡛࡟ᖇᅜ࣍ࢸࣝᨭ㓄ேࢆ㎡௵ࡋ
࡚࠾ࡾ㸪᪋୺ഃ࡟ࣛ࢖ࢺࢆ᥎ࡍࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿே⬦ࡀ᩿ࡓࢀ࡚࠸
ࡓࡇ࡜ࡀ࠶ࡆࡽࢀࡿࠋᯘࡢ㎡௵ࢆỴᐃ࡙ࡅࡓࡢࡣ㸪ᮏ㤋ࡢⅆ஦
࡛࠶ࡾ㸪ᨭ㓄ே࡜ࡋ࡚ࡑࡢ㈐௵ࢆ࡜ࡗ࡚ࡢ㎡௵࡛࠶ࡗࡓࠋࡋ࠿
ࡋ㸪ᯘࡢ❧ሙࢆⱞࡋࡃࡋࡓ⌮⏤ࡣ㸪᏶඲୺⩏⪅ࣛ࢖ࢺࡀ⧞ࡾ㏉
ࡍタィኚ᭦࡟ࡼࡿᕤᮇࡢᘏ㛗࡜⭾኱࡞ண⟬㉸㐣࡟࠶ࡗࡓ࡜ࡉࢀ
ࡿࠋᯘ࠿ࡽࣛ࢖ࢺ࡬ࡢᡭ⣬ 10-12)࠿ࡽ▱ࡽࢀࡿ࡜ࡇࢁ࡛࠶ࡿࠋ 
 ࡑࡢࡼ࠺࡞ࣛ࢖ࢺࡢタィែᗘࢆୡ㛫ࡀྰᐃࡋ࡚ࡶ㸪ᡂᯝ࡜ࡋ
࡚ࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪ࡣࡿ࠿వࡾ࠶ࡿ౯್ࢆᣢࡗ࡚࠸ࡿࠋࡶࡋ㸪
ࡑ࠺࡛࠶ࡿ࡞ࡽࡤ㸪ࡑࡢࡇ࡜ࢆ▱ࡿ⪅ࡣ㸪ࡑࢀࢆୡ㛫࡟♧ࡉࡡ
ࡤ࡞ࡽ࡞࠸㈐ົࡀ࠶ࡿࠋࡋ࠿ࡋ㸪⤒Ⴀ⪅ഃ࡟࠶ࡗ࡚㸪ᨭ㓄ே࡜
ࡋ࡚ᘓ⠏ࢆ౑࠸ࡇ࡞ࡍ❧ሙ࠿ࡽ㸪ࣛ࢖ࢺࡢタィࢆ῝ࡃ⌮ゎࡋ࡚
࠸ࡓᯘࡣࡍ࡛࡟࠸࡞࠸ࠋࡶ࡜ࡶ࡜㸪ᯘࡀᨭ㓄ேࢆ⥆ࡅ࡚࠸ࢀࡤ㸪
๓㏙ࡢᵝ࡞ቑ⠏᱌ࡣ࠶ࡾᚓ࡞࠿ࡗࡓ࡛࠶ࢁ࠺ࠋࡑࡢᯘࡣ㸪ᖇᅜ
࣍ࢸࣝቑ⠏᱌ࡀⓎ⾲ࡉࢀࡿ 2ᖺ๓࡟㸪⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝࡢྲྀ⥾ᙺࢆ
ࡶ㎡௵ࡋ࡚࠸ࡓ 13)ࠋࡘࡲࡾ㸪㏄㈱㤋࡜ࡋ࡚ࡢ࣍ࢸࣝࢆ▱ࡾᢤ
࠸ࡓ⪅࡜ࡋ࡚㸪ቑ⠏᱌࡟཯ᑐࡍࡿពぢࢆࡢ࡭ࡿ࡟㝿ࡋ㸪ୡ㛫࡟
ᑐࡍࡿㄝᚓຊࢆᮇᚅ࡛ࡁࡿࡼ࠺࡞♫఍ⓗᇶ┙ࢆ㸪ࡇࡢ᫬㸪ᯘࡣ
ኻࡗ࡚ࡋࡲࡗ࡚࠸ࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
 㐲⸨ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢタィ࡟῝ࡃᦠࢃࡗࡓᘵᏊ࡜ࡋ࡚㸪ቑ⠏
ࡢ᰿ᮏⓗ࡞ၥ㢟Ⅼࢆୡ㛫࡟ッ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࡢࡣ⮬ศࢆ࠾࠸
࡚௚࡟࠸࡞࠸࡜⪃࠼ࡓ࡟㐪࠸࡞࠸ࠋࡑࡢᙉ࠸౑࿨ឤ࠿ࡽ㸪ࠕᖇ
ᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࡢ➹ࢆྲྀࡗࡓ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋྠ᫬௦ࡢ
ᘓ⠏ᐙ࡜ᘓ⠏⏺࡟ྥࡅ࡚᭩࠿ࢀࡓࡇ࡜ࡣ㸪ᩥ୰ࡢ⾲⌧࠿ࡽࡣࡶ
ࡕࢁࢇ㸪㐲⸨ࡀᢡࡾ࡟ゐࢀ࡚➹ࢆ࡜ࡗࡓዪᛶࡴࡅ㞧ㄅࠗ፬ேஅ
཭࡛࠘ࡣ࡞ࡃ㸪ᘓ⠏ࡢᑓ㛛ㄅ࡛࠶ࡿࠗᘓ⠏▱㆑࠘࡬ࡢᐤ✏࡛࠶
ࡿࡇ࡜࠿ࡽࡶ᫂ࡽ࠿࡛࠶ࡿࠋࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖ࡟
ࡣ㸪ኳᡯࣛ࢖ࢺࡢഔస࡟ࡓ࠸ࡋ࡚ࡑࡢቑ⠏ࢆ࠾ࡇ࡞࠺ࡢ࡛࠶ࢀ
ࡤ㸪ఱࢆ࠾࠸࡚ࡶࣛ࢖ࢺ࡟ពぢࢆồࡵ࡚ࡳࡿ࡭ࡁࡔ࡜࠸࠺㐲⸨
ࡢ⪃࠼ࡀ㈏࠿ࢀ࡚࠸ࡿࠋ  
 ᖇᅜ࣍ࢸࣝഃࡢቑ⠏᱌ࡣ㸪2 ᖺᚋ㸪ᨻᗓࡢุ᩿࡟ࡼࡿᮾி࢜
ࣜࣥࣆࢵࢡ㛤ദ୰Ṇ࡟ࡼࡗ࡚㸪⤖ᒁᐇ⌧࡟ࡣ⮳ࡽ࡞࠿ࡗࡓ 14)ࠋ
ࡋ࠿ࡋ㸪ࡉࡽ࡟⣙ 30 ᖺࢆ⤒࡚㸪ࣛ࢖ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣゎయࡀ
Ỵᐃ㸪୍㒊ࡢࡳࡀ᫂἞ᮧ࡟⛣⠏ࡉࢀ㸪ᙜ᫬ࡢ✵㛫య㦂ࡢ୍➃ࢆ
ఏ࠼࡚࠸ࡿࠋ㊧ᆅ࡟ᘓタࡉࢀࡓ㸪⌧ᅾࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝ㸦1970㸧
ࡢタィࡣ㸪࠿ࡘ࡚ቑ⠏᱌ࢆᢸᙜࡋࡓ㧗ᶫ㈆ኴ㑻࡟ࡼࡿ 15)ࠋ 
  
 㸦᫛࿴㸧ᖺ࡟࠾ࡅࡿ㐲⸨࡜ࣛ࢖ࢺ
 㐲⸨᪂ࡀ㸪ࣇࣛࣥࢡ࣭ࣟ࢖ࢻ࣭ࣛ࢖ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ࡘ࠸࡚
ໟᣓⓗ࡟ㄽࡌࡓࡢࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࡀึࡵ࡚
࡛࠶ࡿࠋࡑࡢ 12 ᖺ๓࡟㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᵓ㐀࡟ࡘ࠸࡚ 16)ࠖ
(1924)ࢆⓎ⾲ࡋ࡚࠸ࡿࡀ㸪⾲㢟ࡀ♧ࡍࡼ࠺࡟୺࡜ࡋ࡚ᵓ㐀࡜ᕤ
ἲ࡟ࡘ࠸࡚ࡢグ㏙࡛࠶ࡿࠋ❹ᕤࡢᖺ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㛵ᮾ኱㟈⅏
࡟ぢ⯙ࢃࢀࡓࡀ㸪ಽቯࢆචࢀ㸪⥭ᛴࡢ㑊㞴ᡤ࡜ࡋ࡚♫఍࡟㈉⊩
ࡋࡓࡇ࡜࡟ୡ⏺ⓗ࡞ὀ┠࡜㈹㈶ࡀࡼࡏࡽࢀࡓࡓࡵ࡛࠶ࡿࠋ୍᪉㸪
኱㟈⅏௨๓ࡘࡲࡾᖇᅜ࣍ࢸࣝ᏶ᡂ௨๓࠿ࡽ㸪ࡍ࡛࡟㐲⸨ࡣ㸪ࣛ
࢖ࢺࡢ⌮ᛕࡸ᪉ἲ࡟ࡘ࠸࡚㸪⮬ࡽࡢタィ㐣⛬࡛ࡢᶍ⣴࡟㔜ࡡྜ
ࢃࡏ࡞ࡀࡽ㸪⮬ศ࡞ࡾࡢ⌮ゎࡸゎ㔘ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋࡋ࠿ࡋ㸪
ᕧ໶ࣛ࢖ࢺࡢഔస࡛࠶ࡾ᪥ᮏࢆ௦⾲ࡍࡿ㏄㈱㤋࡜ࡋ࡚㸪ᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢᘓ⠏ⓗ≉㉁࡟ࡘ࠸࡚ㄽࡌࡓࡢࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟
ᑵ࠸࡚ࠖࡀึࡵ࡚࡜࠸ࡗ࡚ࡼ࠸ࠋࢱࣜ࢔ࢭࣥ࡟ࣛ࢖ࢺࢆゼࡡ࡚
࠿ࡽ 19 ᖺ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ❹ᕤ࡜ྠ᫬࡟ᘓ⠏ᐙ࡜ࡋ࡚⊂❧ࡋ࡚
࠿ࡽ 13 ᖺࡀ㐣ࡂ㸪㐲⸨ࡣ 47 ṓ࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋ඘ᐇࡋࡓᘓ⠏
άືࢆᒎ㛤ࡋ࡚࠸ࡓࡇ࡜ࡣ㸪๓✏࡛㏙࡭ࡓ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿ 17)ࠋ 
 ୍᪉㸪ࣛ࢖ࢺࡶࡲࡓ 1936 ᖺ࡟ࡣⴠỈⲮࢆ᏶ᡂࡉࡏ㸪ᘓ⠏⏺
࠿ࡽ෌ࡧᅜ㝿ⓗ࡞ὀ┠ࢆᾎࡧࡿࡇ࡜࡟࡞ࡗࡓࠋ᭱ึࡢ࣮ࣘࢯࢽ
࢔ࣥࣁ࢘ࢫࡶࡇࡢᖺ࡟ᐇ⌧ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ㸪㺀ᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚㺁ࢆグ㏙ࡋ࡚࠸ࡓ᫬㸪ࣛ࢖ࢺࡢ෌ᗘࡢ⬮ග
࡟ࡘ࠸࡚㐲⸨ࡀ▱ࡗ࡚࠸ࡓ࡜࠸࠺஦ᐇࡣ㸪ᩥ㠃࠿ࡽࡣㄞࡳྲྀࢀ
࡞࠸ࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ࡜㢖⦾࡟ᡭ⣬ࢆ஺᥮ࡍࡿࡼ࠺࡞㛵ಀࢆ࡜
ࡗ࡚ࡣ࠸࡞࠿ࡗࡓࡼ࠺࡛࠶ࡿ 18)ࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪ࣛ࢖ࢺࡢ᭱᪂
ࡢືྥࢆᢕᥱࡋ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓྍ⬟ᛶࡀ㧗࠸ࡔࢁ࠺ࠋ᥼ㆤࡍ࡭ࡁ
ᖌࡢᖐ⡿ᚋࡢ᝟ሗ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ලయᛶࢆ㑊ࡅࡓグ㏙࡟࡜࡝ࡵ࡚
࠸ࡿ 19)ࠋࡑࡢグ㏙ෆᐜࡣ㸪୺࡜ࡋ࡚ᮏᅜ࢔࣓࡛ࣜ࢝ㄆࡵࡽࢀ
࡟ࡃ࠸ࣛ࢖ࢺࡢ⏕ࡁ᪉࡟ࡘ࠸࡚࡛࠶ࡿࠋ≉࡟㸪⮬㌟ࡢ┤⿢࡞⏕
ࡁ᪉ࡀᣍࡃࢫ࢟ࣕࣥࢲࣝ࡜㸪࣎ࢨ࣮ࣝ⣔ࡢṔྐ୺⩏ᘓ⠏࡟ᑐࡍ
ࡿࣛ࢖ࢺࡢᢈุⓗ࡞ጼໃࢆ᧦ㆤࡋ࡚࠸ࡿࠋ౛እࡣ㸪ㅖ኱Ꮫ࠿ࡽ
ࡢㅮ⩏ࡢせㄳ࡛㸪㐲⸨ࡣ㸪ࡑࢀࢆࠕࣛ࢖ࢺࡢ෌ㄆ㆑ࠖ࡜࿧ࢇ࡛
࠸ࡿ 20)ࠋࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࢆグ㏙ࡋࡓᙜ᫬㸪㐲⸨
ࡀ▱ࡿᖌࡢ㏆ἣࡣ㸪ᘓ⠏సရ࡟ࡼࡿ♫఍ⓗᡂຌ࠿ࡽࡣᑡࡋ㊥㞳
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概要 
 遠藤新（1889-1951）が，帝国ホテル（1923）にみた建築空
間の特質について考察している。帝国ホテルは，遠藤の師フラ
ンク・ロイド・ライト（1867-1959）によって設計された日本
を代表する迎賓館であり，遠藤はライトの設計を支え，1917
（大正 6）年から竣工した 1923（大正 12）年までの 6 年間設
計に関わった。遠藤が，帝国ホテルを建築として初めて包括的
に論じたのは，1936（昭和 11）年に発表した「帝国ホテルの
増築に就いて」である。この中で，芸術としての建築の空間的
特質を「空間の醍醐味」と名づけて論じている。本研究では，
この特質について，過去の遠藤の記述や関連文献資料を参照し
ながら，遠藤の考えを整理し考察する。 
 遠藤が「帝国ホテルの増築に就いて」を記述するに至った経
緯として，4年後のオリンピック開催に向けて帝国ホテル側が
発表した増築案の内容と背景を概観する。「空間の醍醐味」に
ついては，遠藤がとりあげた宿泊客の感想と，建築家としての
遠藤自身の考えについて検討する。後者については，建築空間
のすべての寸法を人間に合わせた尺度で統一的に決定する「ス
ケール」について考察する。また，全体から細部に至る建築の
形態を，建築の構成要素の関係性によって決定する｢建築的構
成｣について考察する。 
 
Summary 
 This paper examines on the spatial character of the 
Imperial Hotel as expressed by Arata Endo who worked 
under Frank Lloyd Wright. The hotel was designed in 1923 
by Wright as a government guest house, representing 
Japanese high culture. Endo first discussed the hotel in ‘An 
argument of the addition to Imperial Hotel’ in 1936, he 
refers to the spatial character as being ‘a real taste of space’, 
called ‘daigo-mi ’ in Japanese.   
The reason that Endo wrote the argument is considered 
from the aspect of the addition being done without Wright or 
Endo. The ‘real taste of space’ is examined with the 
impression of both Japanese and overseas guests. What 
Endo as an architect wrote is considered from the aspect of 
both ‘scale’ and ‘architectural composition’ which he himself 
named. 
はじめに 
 本研究は，遠藤新が，帝国ホテルにおける建築空間の特質
をどのように捉えたかを明らかにすることを目的とする。帝国
ホテルは，遠藤の師フランク・ロイド・ライトによって設計さ
れたライトの代表作のひとつである。遠藤は，1917（大正 6）
年から 1923（大正 12）年まで帝国ホテルの設計に関わった。
それは，ライトが帝国ホテル側と設計契約し解雇されるまでと
ほぼ重なっている。最初の 1 年 8 ヶ月はタリアセンのライトの
アトリエで基本設計に，1919（大正 8）年からは帝国ホテルの
現場で実施設計に携わった。ライトが，1922（大正 11）年に
帰国した後，師の代わりに翌年の完成を見とどけている。 
 遠藤が，帝国ホテルを建築として初めて包括的に論じたのは，
「帝国ホテルの増築に就いて 1)」（1936）である。帝国ホテル
は，日本を代表する迎賓館として，世界に通用する日本らしさ
の表現が求められた。しかしながら，遠藤は，日本らしさの表
現に先立って，帝国ホテルが他に類を見ない高い芸術性を具え
ていることに，まず建築としての価値をおいている。そして，
芸術としての建築の空間的特質を「空間の醍醐味」，「建築本来
の立体性」という言葉を用いて説明している。それらは，遠藤
が，ライトのもとで設計に関わって以来，自らも建築家として
自己の作品に実現しようと研鑽を重ねた質であろう。本稿では，
この二つの特質のうち「空間の醍醐味」について考察をおこな
う。必要に応じて，過去の遠藤の記述や関連文献資料を参照す
ることにする。 
 
1.「帝国ホテルの増築に就いて」の背景 
1-1 記述に至る経緯 
 1936（昭和 11）年，日本における 4 年後のオリンピック開
催の決定を受けて，帝国ホテル側から増築案が発表された 2)。
それは，設計者であるライトにも，右腕としてライトを支えた
遠藤にも全く声がかかること無く進んだ計画だった。増築案は，
ライトは勿論，遠藤とも設計について関わりをもたない日本人
建築家高橋貞太郎 3) （1892-1970）による設計である。しかも，
ライトの設計意図を完全に無視したものであったことは，遠藤
の次の言葉によく表れている。文中の大倉男とは，男爵大倉喜
七郎のことである。帝国ホテルの礎を築いた初代大倉喜八郎の
息子で，当時，帝国ホテルの筆頭株主でもあった 4)。 
「最近卒然として我らを驚かしたものは所謂大倉男のクリーン
キーワード：フランク・ロイド・ライト，尺度の統一，建築的構成，絵画的効果，細部と装飾 
キーワード：フランク・ロイド・ライト，空間の醍醐味，建築本来の立体性，絵画的なとらえ方，生活の用  
ࣄࢵࢺᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏᱌―⪋ࡶࡑࡢቑ⠏ࡣᚋ᪉ࡢ✵ࡁᆅ࡟᪊
࠸࡚ࡍࡿࡢ࡛࡞ࡃ๓㠃࡟࠾࠸࡚ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡦ࡜ࡇ࡜࡛ࡍࠋ⚾ࡣ
ࡇࡢグ஦ࢆㄞࢇ࡛ࡓࡔ࿈↛࡜ࡋࡉࡽ࡟ᬯ↛࡜ࡍࡿእ↓࠿ࡗࡓࠋ
5)ࠖ 
 ࣛ࢖ࢺ࡟ࡼࡿᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪஧ᮏࡢ⭎ࡢࡼ࠺࡟ఙࡧࡓᐈᐊᲷ
ࡀ୰ኸࡢබඹ✵㛫ࢆ୧ഃ࠿ࡽᢪ࠼㎸ࡴࡼ࠺࡟㓄⨨ࡉࢀ㸪ࡑࡢඛ
➃ࡢ㈗㈱ᐊᲷࡣ๓㠃㐨㊰ഃ࡟ᙇࡾฟࡋࡓ㓄⨨ࡔࡗࡓࠋᖇᅜ࣍ࢸ
ࣝࡢᩜᆅṇ㠃࡟❧ࡘ࡜㸪ᕥྑ࡟㓄⨨ࡉࢀࡓ㈗㈱ᐊᲷ࡜㸪ࡑࢀࡽ
࡟ᣳࡲࢀࡓ୰ኸࡢụࡀぢ࠼㸪ࡉࡽ࡟ࡑࡢዟࡢṇ㠃⋞㛵࡬࡜ㄏࢃ
ࢀࡿࠋṇ㠃⋞㛵ࡢ⫼ᚋ࡟ࡣ㸪࣮࣍ࣝࡸᐗ఍ሙ࡞࡝ࡢබඹ✵㛫ࢆ
᭷ࡋࡓ୰ኸᲷࡀ㸪࡝ࡗࡋࡾ࡜᥍࠼ࡿࠋ๓㠃㐨㊰ഃࡣࡑࡢࡼ࠺࡞
ᬒほࡔࡗࡓࡇ࡜ࡀ㸪⌧ᅾ≟ᒣᕷ࡟⛣⠏ࡉࢀ࡚ṧࡿṇ㠃⋞㛵ࡸ㸪
ᙜ᫬ࡢᅗ㠃࣭෗┿࠿ࡽఛ࠼ࡿ 6,7)ࠋ࡜ࡇࢁࡀ㸪ቑ⠏᱌ࡣ㸪ᕥྑ
ࡢ㈗㈱ᐊࢆྲྀࡾቯࡋ㸪୰ኸࡢụࢆᇙࡵ࡚࢚࣮ࣞ࣋ࢱࢩࣕࣇࢺࢆ
タ⨨ࡋ㸪ṇ㠃⋞㛵ࢆᨵ⠏ࡋ㸪๓㠃㐨㊰ഃ࡟ 8㝵ᘓࡢᐈᐊᲷࢆቑ
⠏ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡶࡢࡔࡗࡓࠋᖇෙᵝᘧࡢ❧㠃ࢆࡶࡘቑ⠏Ჷࡀ๓㠃
㐨㊰࡟ᑐࡋ࡚㧗࠸ቨࡢࡼ࠺࡟ࡑࡧ࠼ࡓࡘ 8)ࠋ⤖ᯝ࡜ࡋ࡚㸪ࣛ࢖
ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪๓㠃㐨㊰࠿ࡽࡣ࡯࡜ࢇ࡝ぢ࠼࡞ࡃ࡞ࡿࡇ࡜
࡟࡞ࢁ࠺ࠋᙜ↛㸪㐲⸨ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏ⓗ౯್ࢆ඲ࡃ⌮ゎ
ࡋ࡞࠸࡝ࡇࢁ࠿㸪ࡑࡢ౯್ࢆྲྀࡾ㏉ࡋࡀࡘ࠿࡞࠸࡯࡝࡟ᦆ࡞࠺
࡜ุ᩿ࡋࡓ࡜ᛮ࠺ࠋ 
 ࡜ࡇࢁ࡛㸪ࣛ࢖ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪タィ⪅ࡢྡ࡟ᅉࡳࣛ࢖ࢺ
㤋࡜࿧ࡤࢀࡓ 9)ࠋୡ㛫࡛ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜ࡑࢀࢆタィࡋࡓᘓ⠏
ᐙࣛ࢖ࢺ࡜ࡀ୍య࡜ࡋ࡚ព㆑ࡉࢀ࡚࠸ࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋᘓ⠏ᐙࡢグ
ᛕ㤋࡛ࡣ࡞ࡃ㸪ᅜࢆ௦⾲ࡍࡿ⌧ᙺࡢබඹᘓ⠏ࡢ㏻⛠࡟ᘓ⠏ᐙࡢ
ྡࢆෙࡍࡿ஦౛ࡣ㸪⛥࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋࡋ࠿ࡋ㸪࣍ࢸࣝࡢቑ
⠏ィ⏬ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡣࡶࡕࢁࢇ㸪ᙼࢆᨭ࠼ࡓ㐲⸨ࢆࡶ⺅ᖒࡢእ࡟
⨨࠸࡚㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝഃࡀᥥ࠸ࡓࡶࡢ࡛࠶ࡗࡓࠋࡑࡢཎᅉ࡜ࡋ࡚㸪
ࣛ࢖ࢺࢆᣍ⪸ࡋࡓᯘឡసࡀ㸪ࡍ࡛࡟ᖇᅜ࣍ࢸࣝᨭ㓄ேࢆ㎡௵ࡋ
࡚࠾ࡾ㸪᪋୺ഃ࡟ࣛ࢖ࢺࢆ᥎ࡍࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿே⬦ࡀ᩿ࡓࢀ࡚࠸
ࡓࡇ࡜ࡀ࠶ࡆࡽࢀࡿࠋᯘࡢ㎡௵ࢆỴᐃ࡙ࡅࡓࡢࡣ㸪ᮏ㤋ࡢⅆ஦
࡛࠶ࡾ㸪ᨭ㓄ே࡜ࡋ࡚ࡑࡢ㈐௵ࢆ࡜ࡗ࡚ࡢ㎡௵࡛࠶ࡗࡓࠋࡋ࠿
ࡋ㸪ᯘࡢ❧ሙࢆⱞࡋࡃࡋࡓ⌮⏤ࡣ㸪᏶඲୺⩏⪅ࣛ࢖ࢺࡀ⧞ࡾ㏉
ࡍタィኚ᭦࡟ࡼࡿᕤᮇࡢᘏ㛗࡜⭾኱࡞ண⟬㉸㐣࡟࠶ࡗࡓ࡜ࡉࢀ
ࡿࠋᯘ࠿ࡽࣛ࢖ࢺ࡬ࡢᡭ⣬ 10-12)࠿ࡽ▱ࡽࢀࡿ࡜ࡇࢁ࡛࠶ࡿࠋ 
 ࡑࡢࡼ࠺࡞ࣛ࢖ࢺࡢタィែᗘࢆୡ㛫ࡀྰᐃࡋ࡚ࡶ㸪ᡂᯝ࡜ࡋ
࡚ࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪ࡣࡿ࠿వࡾ࠶ࡿ౯್ࢆᣢࡗ࡚࠸ࡿࠋࡶࡋ㸪
ࡑ࠺࡛࠶ࡿ࡞ࡽࡤ㸪ࡑࡢࡇ࡜ࢆ▱ࡿ⪅ࡣ㸪ࡑࢀࢆୡ㛫࡟♧ࡉࡡ
ࡤ࡞ࡽ࡞࠸㈐ົࡀ࠶ࡿࠋࡋ࠿ࡋ㸪⤒Ⴀ⪅ഃ࡟࠶ࡗ࡚㸪ᨭ㓄ே࡜
ࡋ࡚ᘓ⠏ࢆ౑࠸ࡇ࡞ࡍ❧ሙ࠿ࡽ㸪ࣛ࢖ࢺࡢタィࢆ῝ࡃ⌮ゎࡋ࡚
࠸ࡓᯘࡣࡍ࡛࡟࠸࡞࠸ࠋࡶ࡜ࡶ࡜㸪ᯘࡀᨭ㓄ேࢆ⥆ࡅ࡚࠸ࢀࡤ㸪
๓㏙ࡢᵝ࡞ቑ⠏᱌ࡣ࠶ࡾᚓ࡞࠿ࡗࡓ࡛࠶ࢁ࠺ࠋࡑࡢᯘࡣ㸪ᖇᅜ
࣍ࢸࣝቑ⠏᱌ࡀⓎ⾲ࡉࢀࡿ 2ᖺ๓࡟㸪⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝࡢྲྀ⥾ᙺࢆ
ࡶ㎡௵ࡋ࡚࠸ࡓ 13)ࠋࡘࡲࡾ㸪㏄㈱㤋࡜ࡋ࡚ࡢ࣍ࢸࣝࢆ▱ࡾᢤ
࠸ࡓ⪅࡜ࡋ࡚㸪ቑ⠏᱌࡟཯ᑐࡍࡿពぢࢆࡢ࡭ࡿ࡟㝿ࡋ㸪ୡ㛫࡟
ᑐࡍࡿㄝᚓຊࢆᮇᚅ࡛ࡁࡿࡼ࠺࡞♫఍ⓗᇶ┙ࢆ㸪ࡇࡢ᫬㸪ᯘࡣ
ኻࡗ࡚ࡋࡲࡗ࡚࠸ࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
 㐲⸨ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢタィ࡟῝ࡃᦠࢃࡗࡓᘵᏊ࡜ࡋ࡚㸪ቑ⠏
ࡢ᰿ᮏⓗ࡞ၥ㢟Ⅼࢆୡ㛫࡟ッ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࡢࡣ⮬ศࢆ࠾࠸
࡚௚࡟࠸࡞࠸࡜⪃࠼ࡓ࡟㐪࠸࡞࠸ࠋࡑࡢᙉ࠸౑࿨ឤ࠿ࡽ㸪ࠕᖇ
ᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࡢ➹ࢆྲྀࡗࡓ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋྠ᫬௦ࡢ
ᘓ⠏ᐙ࡜ᘓ⠏⏺࡟ྥࡅ࡚᭩࠿ࢀࡓࡇ࡜ࡣ㸪ᩥ୰ࡢ⾲⌧࠿ࡽࡣࡶ
ࡕࢁࢇ㸪㐲⸨ࡀᢡࡾ࡟ゐࢀ࡚➹ࢆ࡜ࡗࡓዪᛶࡴࡅ㞧ㄅࠗ፬ேஅ
཭࡛࠘ࡣ࡞ࡃ㸪ᘓ⠏ࡢᑓ㛛ㄅ࡛࠶ࡿࠗᘓ⠏▱㆑࠘࡬ࡢᐤ✏࡛࠶
ࡿࡇ࡜࠿ࡽࡶ᫂ࡽ࠿࡛࠶ࡿࠋࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖ࡟
ࡣ㸪ኳᡯࣛ࢖ࢺࡢഔస࡟ࡓ࠸ࡋ࡚ࡑࡢቑ⠏ࢆ࠾ࡇ࡞࠺ࡢ࡛࠶ࢀ
ࡤ㸪ఱࢆ࠾࠸࡚ࡶࣛ࢖ࢺ࡟ពぢࢆồࡵ࡚ࡳࡿ࡭ࡁࡔ࡜࠸࠺㐲⸨
ࡢ⪃࠼ࡀ㈏࠿ࢀ࡚࠸ࡿࠋ  
 ᖇᅜ࣍ࢸࣝഃࡢቑ⠏᱌ࡣ㸪2 ᖺᚋ㸪ᨻᗓࡢุ᩿࡟ࡼࡿᮾி࢜
ࣜࣥࣆࢵࢡ㛤ദ୰Ṇ࡟ࡼࡗ࡚㸪⤖ᒁᐇ⌧࡟ࡣ⮳ࡽ࡞࠿ࡗࡓ 14)ࠋ
ࡋ࠿ࡋ㸪ࡉࡽ࡟⣙ 30 ᖺࢆ⤒࡚㸪ࣛ࢖ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣゎయࡀ
Ỵᐃ㸪୍㒊ࡢࡳࡀ᫂἞ᮧ࡟⛣⠏ࡉࢀ㸪ᙜ᫬ࡢ✵㛫య㦂ࡢ୍➃ࢆ
ఏ࠼࡚࠸ࡿࠋ㊧ᆅ࡟ᘓタࡉࢀࡓ㸪⌧ᅾࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝ㸦1970㸧
ࡢタィࡣ㸪࠿ࡘ࡚ቑ⠏᱌ࢆᢸᙜࡋࡓ㧗ᶫ㈆ኴ㑻࡟ࡼࡿ 15)ࠋ 
  
 㸦᫛࿴㸧ᖺ࡟࠾ࡅࡿ㐲⸨࡜ࣛ࢖ࢺ
 㐲⸨᪂ࡀ㸪ࣇࣛࣥࢡ࣭ࣟ࢖ࢻ࣭ࣛ࢖ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ࡘ࠸࡚
ໟᣓⓗ࡟ㄽࡌࡓࡢࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࡀึࡵ࡚
࡛࠶ࡿࠋࡑࡢ 12 ᖺ๓࡟㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᵓ㐀࡟ࡘ࠸࡚ 16)ࠖ
(1924)ࢆⓎ⾲ࡋ࡚࠸ࡿࡀ㸪⾲㢟ࡀ♧ࡍࡼ࠺࡟୺࡜ࡋ࡚ᵓ㐀࡜ᕤ
ἲ࡟ࡘ࠸࡚ࡢグ㏙࡛࠶ࡿࠋ❹ᕤࡢᖺ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㛵ᮾ኱㟈⅏
࡟ぢ⯙ࢃࢀࡓࡀ㸪ಽቯࢆචࢀ㸪⥭ᛴࡢ㑊㞴ᡤ࡜ࡋ࡚♫఍࡟㈉⊩
ࡋࡓࡇ࡜࡟ୡ⏺ⓗ࡞ὀ┠࡜㈹㈶ࡀࡼࡏࡽࢀࡓࡓࡵ࡛࠶ࡿࠋ୍᪉㸪
኱㟈⅏௨๓ࡘࡲࡾᖇᅜ࣍ࢸࣝ᏶ᡂ௨๓࠿ࡽ㸪ࡍ࡛࡟㐲⸨ࡣ㸪ࣛ
࢖ࢺࡢ⌮ᛕࡸ᪉ἲ࡟ࡘ࠸࡚㸪⮬ࡽࡢタィ㐣⛬࡛ࡢᶍ⣴࡟㔜ࡡྜ
ࢃࡏ࡞ࡀࡽ㸪⮬ศ࡞ࡾࡢ⌮ゎࡸゎ㔘ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋࡋ࠿ࡋ㸪
ᕧ໶ࣛ࢖ࢺࡢഔస࡛࠶ࡾ᪥ᮏࢆ௦⾲ࡍࡿ㏄㈱㤋࡜ࡋ࡚㸪ᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢᘓ⠏ⓗ≉㉁࡟ࡘ࠸࡚ㄽࡌࡓࡢࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟
ᑵ࠸࡚ࠖࡀึࡵ࡚࡜࠸ࡗ࡚ࡼ࠸ࠋࢱࣜ࢔ࢭࣥ࡟ࣛ࢖ࢺࢆゼࡡ࡚
࠿ࡽ 19 ᖺ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ❹ᕤ࡜ྠ᫬࡟ᘓ⠏ᐙ࡜ࡋ࡚⊂❧ࡋ࡚
࠿ࡽ 13 ᖺࡀ㐣ࡂ㸪㐲⸨ࡣ 47 ṓ࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡓࠋ඘ᐇࡋࡓᘓ⠏
άືࢆᒎ㛤ࡋ࡚࠸ࡓࡇ࡜ࡣ㸪๓✏࡛㏙࡭ࡓ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿ 17)ࠋ 
 ୍᪉㸪ࣛ࢖ࢺࡶࡲࡓ 1936 ᖺ࡟ࡣⴠỈⲮࢆ᏶ᡂࡉࡏ㸪ᘓ⠏⏺
࠿ࡽ෌ࡧᅜ㝿ⓗ࡞ὀ┠ࢆᾎࡧࡿࡇ࡜࡟࡞ࡗࡓࠋ᭱ึࡢ࣮ࣘࢯࢽ
࢔ࣥࣁ࢘ࢫࡶࡇࡢᖺ࡟ᐇ⌧ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ㸪㺀ᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚㺁ࢆグ㏙ࡋ࡚࠸ࡓ᫬㸪ࣛ࢖ࢺࡢ෌ᗘࡢ⬮ග
࡟ࡘ࠸࡚㐲⸨ࡀ▱ࡗ࡚࠸ࡓ࡜࠸࠺஦ᐇࡣ㸪ᩥ㠃࠿ࡽࡣㄞࡳྲྀࢀ
࡞࠸ࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ࡜㢖⦾࡟ᡭ⣬ࢆ஺᥮ࡍࡿࡼ࠺࡞㛵ಀࢆ࡜
ࡗ࡚ࡣ࠸࡞࠿ࡗࡓࡼ࠺࡛࠶ࡿ 18)ࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪ࣛ࢖ࢺࡢ᭱᪂
ࡢືྥࢆᢕᥱࡋ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓྍ⬟ᛶࡀ㧗࠸ࡔࢁ࠺ࠋ᥼ㆤࡍ࡭ࡁ
ᖌࡢᖐ⡿ᚋࡢ᝟ሗ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ලయᛶࢆ㑊ࡅࡓグ㏙࡟࡜࡝ࡵ࡚
࠸ࡿ 19)ࠋࡑࡢグ㏙ෆᐜࡣ㸪୺࡜ࡋ࡚ᮏᅜ࢔࣓࡛ࣜ࢝ㄆࡵࡽࢀ
࡟ࡃ࠸ࣛ࢖ࢺࡢ⏕ࡁ᪉࡟ࡘ࠸࡚࡛࠶ࡿࠋ≉࡟㸪⮬㌟ࡢ┤⿢࡞⏕
ࡁ᪉ࡀᣍࡃࢫ࢟ࣕࣥࢲࣝ࡜㸪࣎ࢨ࣮ࣝ⣔ࡢṔྐ୺⩏ᘓ⠏࡟ᑐࡍ
ࡿࣛ࢖ࢺࡢᢈุⓗ࡞ጼໃࢆ᧦ㆤࡋ࡚࠸ࡿࠋ౛እࡣ㸪ㅖ኱Ꮫ࠿ࡽ
ࡢㅮ⩏ࡢせㄳ࡛㸪㐲⸨ࡣ㸪ࡑࢀࢆࠕࣛ࢖ࢺࡢ෌ㄆ㆑ࠖ࡜࿧ࢇ࡛
࠸ࡿ 20)ࠋࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࢆグ㏙ࡋࡓᙜ᫬㸪㐲⸨
ࡀ▱ࡿᖌࡢ㏆ἣࡣ㸪ᘓ⠏సရ࡟ࡼࡿ♫఍ⓗᡂຌ࠿ࡽࡣᑡࡋ㊥㞳
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ࢆ࠾࠸ࡓࡶࡢࡔࡗࡓࠋ 

ᐟἩᐈࡀㄒࡿ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡
 ࠕ኱࡞ࡿࡶࡢࠖ࠿ࡽࠕ㓬㓮࿡ࠖ࡬
 ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚࡛ࠖ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ࡟ࡼࡿᖇ
ᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏࡜ࡋ࡚ࡢ≉㉁ࢆ௨ୗࡢࡼ࠺࡟ࡢ࡭࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕᙼࡢᘓ⠏ࡢ┿㧊ࡣ၏ࠎ㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡞ࡿ୍ㄒ࡟ࡘࡁࡿࠋ
21)ࠖ 
 ᘓ⠏ࡢᙧែ࡛ࡣ࡞ࡃ㸪✵㛫ࢆ࠶ࡆ࡚࠸ࡿࡇ࡜㸪ࡋ࠿ࡶࡑࡢ≉
㉁ࢆ⾲⌧ࡍࡿ࡟࠶ࡓࡾ㸪஬ឤࡢ୰࠿ࡽ࿡ぬࢆ㑅ࢇ࡛࠸ࡿࡇ࡜ࡀ
ὀ┠ࡉࢀࡿࠋ࿡ぬ࡟ࡼࡿឤືࢆ㸪࿡ぬ௨እࡢឤぬࡢࡓࡵࡢ⾲⌧
፹య࡟ࡼࡗ࡚ఏ࠼ࡼ࠺࡜ࡍࡿሙྜ㸪┦ᡭࡢᐇឤ࡟฿㐩ࡍࡿࡢࡣ
㞴ࡋ࠸ࠋ⤖ᒁ㸪య㦂ࡍࡿࡋ࠿࡞࠸࡜ࡇࢁࡀ࠶ࡿ࡜ᛮ࠺ࠋࡲࡓ㸪
࿡ぬࡣ㸪௚ࡢឤぬ࡟ẚ࡭࡚ẚ႘࡜ࡋ࡚⏝࠸ࡿࡇ࡜ࡢ࡛ࡁࡿㄒᙡ
ࡀᑡ࡞࠸ࠋ㐲⸨ࡣ㸪࿡ぬࡢࡇࡢࡼ࠺࡞≉ᚩࡀ✵㛫య㦂ࡢሙྜ࡟
ඹ㏻ࡋ࡚࠸ࡿ࡜⪃࠼࡚㸪ࠕ࿡ࠖ࡜࠸࠺ㄒࢆ㑅ࡧྲྀࡗࡓ࡜ᛮࢃࢀ
ࡿࠋࡲࡓ㸪㐲⸨ࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫࡟ࡼࡿឤືࡣ㸪෗┿ࡸᅗ㠃ࡸゝⴥ
࡛෌⌧ࡍࡿࡇ࡜ࡀᅔ㞴࡞Ꮡᅾࡔ࡜ᤊ࠼࡚࠸ࡓࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪タ
ィࡢᑓ㛛ᐙ࡛࠶ࡗ࡚ࡶ㸪┦ᙜࡢಟ⦎ᢤࡁ࡟㸪ᅗ㠃࡟ࡼࡗ࡚ᘓ⠏
✵㛫ࢆ᳨ウࡍࡿࡇ࡜ࡣ୙ྍ⬟ࡔ࡜⪃࠼࡚࠸ࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
 ࠕ㓬㓮࿡ࠖ࡜ࡣ㸪ᩥᏐ㏻ࡾ᭱㧗ࡢ࿡ࢃ࠸ࡢព࿡࡛࠶ࢁ࠺ࠋ㐲
⸨ࡣ㸪᭱㧗ࡢ✵㛫య㦂ࡇࡑࡀ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ௚ࢆ௨࡚௦࠼ࡿࡇ
࡜ࡢฟ᮶࡞࠸౯್ࡔ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋ1923㸦኱ṇ 12㸧ᖺ 9 ᭶
1 ᪥ࡢ㛵ᮾ኱㟈⅏ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ㛤ᴗࡢᢨ㟢⚃㈡఍ࡀ㛤ദࡉࢀ
ࡿ┤๓࡟㉳ࡁࡓࠋࡑࡢ㟈⅏࡟⪏࠼࡚ከࡃࡢ⿕⅏⪅ࢆᩆࡗࡓࡇ࡜
࡛㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢྡኌࡣᅜෆእ࡟Ώࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸ
ࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚࡛ࠖ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕせࡍࡿ࡟ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ┿౯
ࡣ㟈⅏ᙜ᫬㸪୍᫬ࡉࢃࡀࢀࡓ⛬ᗘࡢࡶࡢ࡛ࡣ࡞࠸ 22)ࠖࠋ ࡜㏙࡭
࡚࠸ࡿࠋࡇࡢゝⴥࡣ㸪12 ᖺ๓ࡢ㐲⸨⮬㌟࡟ࡼࡿ௨ୗࡢグ㏙࡜
┤⤖ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕᆅ㟈࡟⪏࠼ࡿ࡜࠸࠺ࡇ࡜ࡣ㸪ࡲࡔᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ┿౯ࡢఱ࡯࡝
࡛ࡶ࡞࠸ࠋࣛ࢖ࢺẶࡀࠕ஧༑ᖺᚋࢆᮇࡍࠖ࡜࠸࠺ゝⴥࡢព࿡ࡣ㸪
ࡑࢇ࡞㍍࠸ព࿡ࡌࡷ࡞࠸ࠋᆅ㟈ࡀ↓ࡃ࡜ࡶㄆࡵࡡࡤ࡞ࡽࡠ኱࡞
ࡿࡶࡢࡢࡇ࡜࡛࠶ࡿ 23)ࠖࠋ  
 ࡇࢀࢆ㐲⸨ࡣ㸪㟈⅏ࡢ⩣ᖺ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᵓ㐀࡟
ࡘ࠸࡚ࠖࡢ୰࡛㸪ࡑࡢᵓ㐀࡜ᕤἲࡢඛぢᛶࡸ⊂๰ᛶ㸪ྠ᫬࡟ࡑ
ࡢ⤒῭ᛶ➼ࢆࡦ࡜࡜࠾ࡾㄝ᫂ࡋࡓᚋ࡟㏙࡭࡚࠸ࡿࠋࡇࡢグ㏙ࡣ㸪
㏫࡟㸪❹ᕤᙜ᫬㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ୍⯡ⓗ࡞ホ౯࡟࠾࠸࡚㸪ᆅ㟈࡟
⪏࠼ࡓࡇ࡜ࢆ㈹㈶ࡋ࡚ࡶ㸪㐲⸨ࡀ࠸࠺ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡟⌮ゎ
ࢆ♧ࡍពぢࡣ㸪Ỵࡋ࡚୺ὶ࡛ࡣ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜ࢆ⾲ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 ࣛ࢖ࢺࡀணゝࡋࡓ 20 ᖺᚋ࡟ࡣᮍࡔ㛫ࡀ࠶ࡿࡀ㸪ࡑࡢ 12 ᖺ
ᚋ࡟㸪㐲⸨ࢆᬯ↛࡜ࡉࡏࡓቑ⠏᱌ࡀⓎ⾲ࡉࢀࡓࠋࡑࡢ᫬㐲⸨ࡣ㸪
ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ㄆࡵࡿ࡭ࡁ┿ࡢ౯್࡜ࡋ࡚࠿ࡘ࡚ࠕ኱࡞ࡿࡶࡢࠖ
࡜࿧ࢇࡔ≉㉁࡟㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡜࠸࠺ྡ๓ࢆ୚࠼ࡓࠋ 

 ḟ➨࡟ࢃ࠿ࡿⰋࡉ̿✵㛫య㦂࡟ࡼࡿᐇឤ
 ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚࡛ࠖ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮
࿡ࠖࢆㄝ᫂ࡍࡿ࡟࠶ࡓࡾ㸪⮬ࡽࡢᘓ⠏ㄽࢆᒎ㛤ࡍࡿࡇ࡜ࢆࡴࡋ
ࢁ᥍࠼࡚࠸ࡿࠋࡑࡢ௦ࢃࡾ࡟㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࢆゼࢀࡓࡩࡓࡾࡢே
≀࡟㸪ᙼࡽࡢ✵㛫య㦂ࡀࡶࡓࡽࡋࡓูࠎࡢᐇឤࢆ㸪ྛ⮬ࡢゝⴥ
࡛ㄒࡽࡏ࡚࠸ࡿࡢࡔࠋࡑࢀࡽࡢゝⴥ࡟ࡼࡗ࡚㸪࣍ࢸࣝࢆゼࢀࡿ
ᐈࡢᚰ࡟ാࡁ࠿ࡅࡿ☜࠿࡞ᘓ⠏ࡢຊࡀᏑᅾࡍࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡑ࠺࡜
ࡋ࡚࠸ࡿࠋᙜ↛㸪ᐟἩᐈࡢឤ᝿ࡢ඾ᆺࢆ♧ࡍ஦౛࡜ࡋ࡚㑅ࢇࡔ
࡛࠶ࢁ࠺ࠋ 
 ࡦ࡜ࡘࡵࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࢆグ㏙ࡋࡓᙜ᫬
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て，帝国ホテルは，ある種の違和感を喚起するものだったよう
である。その一方で，一般に「ライト館」と，設計した建築家
の名で呼ばれていた。訪れる人々が好むと好まざるとに関わら
ず，建築自体が独特の存在感を醸していたことの証だと思われ
る。遠藤は，明らかにこのような事実を前提にしていると思う。
そして，山成の言葉を借りて，そのような独特の雰囲気が，他
に類を見ない最高の味わいとして，次第に宿泊客に実感される
ようになって来た事実を示そうとしている。 
 「帝国ホテルの増築について」で遠藤は，山成が語った帝国
ホテルに対する印象の変化こそは，まさに設計者であるライト
によってもともと予言されたという事実を語る。弟子の遠藤が，
師であると同時に天才建築家ライトから直接聞いた言葉によっ
て裏づけているのだ。12 年前，竣工を見ずにアメリカに帰国
しなければならなくなった際，ライトがのべた以下の予言であ
る。 
 「二十年経てば判る。この建物は二十年進んでいる 27)。」 
 それは，先にみた「帝国ホテルの構造について」における
「二十年後を期す」と一致する箇所である。 
 帝国ホテルの建設過程で，度重なるライトの設計変更とそこ
からおこる予算超過のため，ライトはもちろん，林もまた窮地
に立ったことはよく知られている。ライトの建築家としての執
念を示す場面とされる。ライトを支えた遠藤の使命感と対極的
に，ライト自身は，林の辞任に伴って解雇されてしまう 28)。 
 そこまでの犠牲を払いながら，他ならぬライトの予言どおり，
帝国ホテルは，「なんだか妙な」という反応に晒され続けてい
たのだ。ライトが日本を去ったのは 1922（大正 11）年のこと
であるから，20 年後は，1942（昭和 17）年で太平洋戦争の最
中である。しかし，ライトに従えば，その時，世間一般の人々
が遠藤のいう「空間の醍醐味」を理解するであろう。まだ，
1936（昭和 11）年当時は，時間の猶予がある。しかしながら，
山成のように「だんだん良さが判ってきた」と感じている人々
が先駆け的に現れつつあった。「判る」ことは，単に珍しさに
対する慣れとは異なる。また，ライトは，「進んでいる」とい
う表現を採った。遠藤は，師の言葉を信じ，建築を進化する存
在として捉え，ライトこそが進化の方向性を示していると考え
て来たのではないだろうか。予言者としての役割を果たすライ
トは，現場が進行する期間，設計の進め方についてホテル側の
理解を得ることができず，その意味で犠牲を払う立場にあった。 
 
2-3 交響曲第九番の挿話 
 もうひとつは，ライトが遠藤に語った「さる外国人」の空間
体験である。遠藤は，「帝国ホテルの増築に就いて」で，帝国
ホテルの現場が進行していた頃，ライトから度々聞いた話とし
て，以下を紹介している。 
「当時ライトさんはよく僕等に，「これは大きなシンフォニー
だ。世間はベートーベンの第九シンフォニー（以下，引用部分
以外では交響曲第 9 番と表記）を曠世の労作とする。然しなが
ら帝国ホテルは更に一段の労作である。」といひいひした。こ
の事を耳にしたさる外国人は心の内に「ライトの不遜」をとが
めながら一建築家が蓋世の音楽の天才を浸りに冒涜するものと
思い込んだらしい。然し親しく帝国ホテルをみるに及んで彼は
ひたすら驚きの目を見張りながら「なるほどこれはベートーベ
ンだ」とつぶやいたと聞いても居る 29)。」 
 これは，ライトの建築空間が交響曲第九番に比する高い芸術
性を持っていることを示そうとする逸話である。同時に，その
作法においても，ライトの偉大さを示そうとする。この逸話は，
遡る 14 年前，帝国ホテル完成の年に，遠藤が『婦人之友』に
発表した論考に挿入したものを再び持ち出したものである 30)。
欧米の宿泊客の中には，完成当初から「なるほどこれはベート
ーベンだ」と，驚嘆を表す者がいた事実を示す。20 年を経な
くても，交響曲第九番の体験を引き合いに芸術性に満ちた喜び
を「空間の醍醐味」として実感できる者がいたというのである。 
 通常は，ベートーベンの交響曲第九番を越える苦労の果ての
作品だと作者がいえば，不遜と冒涜とのそしりは免れないだろ
う。本当に作者自身がそう思うなら，交響曲第九番に対する相
当に深い理解が必要である。さらにそれを踏まえて，自らの作
品への取り組みに対して，強い覚悟と確固たる意思が必要であ
る。それが事実であることが，「さる外国人」の「なるほどこ
れはベートーベンだ」に裏づけられたというのである。 
 「さる外国人」が誰なのかは特定できていない 31)。しかし，
その感想は，海外からの宿泊客の感想を代表しているといいた
い遠藤の意図があろう。どれだけの読者が，その意図を汲むか
はともかく，何度も耳にしたというこの挿話には，芸術として
の建築を創りだすライトへの，遠藤自身の驚嘆と尊敬の念が読
み取れるように思う。 
 ライトは，生涯にわたり，音楽と建築の関係と，ベートーベ
ンからのインスピレーションについて度々述べている。例えば，
浮世絵の収集家でもあったライトは，帝国ホテル設計の契約を
する以前，『The Japanese Print: An Interpretation』（1912）
において，バッハ，ベートーベン，モーツァルトの作品と春草，
清長，北斎，広重の作品それぞれにみられる共通性について述
べている。心惹かれる芸術の背後にある特質を読み取り，自ら
の作品に表したいと研鑽を重ねたという 32)。出版は，遠藤が
ライトと実際に対面した 1917（大正 6）年を遡る 5 年前であ
る。帰米 6 年後の 1928（昭和 3）年，ライトは，もしも芸術
に区分があるとすれば，建築は音楽を越えた存在であるとさえ
述べている。そして，音楽を，全ての言葉を越えた人の心の言
語だと考え，さらに，建築を，人の心への働きとして構想して
きたことを『In the Cause of Architecture IX: The Term 』
（1928）に回想している 33)。 
 一方，遠藤自身は，作曲やピアノ演奏に造詣が深かったわけ
ではない。しかし，家庭ではダンスを楽しみ，ダンスを通じて
音楽に親しんだ 34)。そして，ライトが日常的にピアノを弾き，
特にベートーベンを好むことを知っていたと思われる。帝国ホ
テルの現場が進行していた頃のライトは，自らが設計した増築
棟に滞在していた。その際，自室に自らが弾いて楽しむため専
用のピアノを運ばせていた 35)。タリアセンでの滞在経験も含
め，遠藤は，師が，日常的にベートーベンに深く親しむ中で，
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࡜ࡢฟ᮶࡞࠸౯್ࡔ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋ1923㸦኱ṇ 12㸧ᖺ 9 ᭶
1 ᪥ࡢ㛵ᮾ኱㟈⅏ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ㛤ᴗࡢᢨ㟢⚃㈡఍ࡀ㛤ദࡉࢀ
ࡿ┤๓࡟㉳ࡁࡓࠋࡑࡢ㟈⅏࡟⪏࠼࡚ከࡃࡢ⿕⅏⪅ࢆᩆࡗࡓࡇ࡜
࡛㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢྡኌࡣᅜෆእ࡟Ώࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸ
ࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚࡛ࠖ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕせࡍࡿ࡟ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ┿౯
ࡣ㟈⅏ᙜ᫬㸪୍᫬ࡉࢃࡀࢀࡓ⛬ᗘࡢࡶࡢ࡛ࡣ࡞࠸ 22)ࠖࠋ ࡜㏙࡭
࡚࠸ࡿࠋࡇࡢゝⴥࡣ㸪12 ᖺ๓ࡢ㐲⸨⮬㌟࡟ࡼࡿ௨ୗࡢグ㏙࡜
┤⤖ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕᆅ㟈࡟⪏࠼ࡿ࡜࠸࠺ࡇ࡜ࡣ㸪ࡲࡔᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ┿౯ࡢఱ࡯࡝
࡛ࡶ࡞࠸ࠋࣛ࢖ࢺẶࡀࠕ஧༑ᖺᚋࢆᮇࡍࠖ࡜࠸࠺ゝⴥࡢព࿡ࡣ㸪
ࡑࢇ࡞㍍࠸ព࿡ࡌࡷ࡞࠸ࠋᆅ㟈ࡀ↓ࡃ࡜ࡶㄆࡵࡡࡤ࡞ࡽࡠ኱࡞
ࡿࡶࡢࡢࡇ࡜࡛࠶ࡿ 23)ࠖࠋ  
 ࡇࢀࢆ㐲⸨ࡣ㸪㟈⅏ࡢ⩣ᖺ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᵓ㐀࡟
ࡘ࠸࡚ࠖࡢ୰࡛㸪ࡑࡢᵓ㐀࡜ᕤἲࡢඛぢᛶࡸ⊂๰ᛶ㸪ྠ᫬࡟ࡑ
ࡢ⤒῭ᛶ➼ࢆࡦ࡜࡜࠾ࡾㄝ᫂ࡋࡓᚋ࡟㏙࡭࡚࠸ࡿࠋࡇࡢグ㏙ࡣ㸪
㏫࡟㸪❹ᕤᙜ᫬㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ୍⯡ⓗ࡞ホ౯࡟࠾࠸࡚㸪ᆅ㟈࡟
⪏࠼ࡓࡇ࡜ࢆ㈹㈶ࡋ࡚ࡶ㸪㐲⸨ࡀ࠸࠺ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡟⌮ゎ
ࢆ♧ࡍពぢࡣ㸪Ỵࡋ࡚୺ὶ࡛ࡣ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜ࢆ⾲ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 ࣛ࢖ࢺࡀணゝࡋࡓ 20 ᖺᚋ࡟ࡣᮍࡔ㛫ࡀ࠶ࡿࡀ㸪ࡑࡢ 12 ᖺ
ᚋ࡟㸪㐲⸨ࢆᬯ↛࡜ࡉࡏࡓቑ⠏᱌ࡀⓎ⾲ࡉࢀࡓࠋࡑࡢ᫬㐲⸨ࡣ㸪
ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ㄆࡵࡿ࡭ࡁ┿ࡢ౯್࡜ࡋ࡚࠿ࡘ࡚ࠕ኱࡞ࡿࡶࡢࠖ
࡜࿧ࢇࡔ≉㉁࡟㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡜࠸࠺ྡ๓ࢆ୚࠼ࡓࠋ 

 ḟ➨࡟ࢃ࠿ࡿⰋࡉ̿✵㛫య㦂࡟ࡼࡿᐇឤ
 ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚࡛ࠖ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮
࿡ࠖࢆㄝ᫂ࡍࡿ࡟࠶ࡓࡾ㸪⮬ࡽࡢᘓ⠏ㄽࢆᒎ㛤ࡍࡿࡇ࡜ࢆࡴࡋ
ࢁ᥍࠼࡚࠸ࡿࠋࡑࡢ௦ࢃࡾ࡟㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࢆゼࢀࡓࡩࡓࡾࡢே
≀࡟㸪ᙼࡽࡢ✵㛫య㦂ࡀࡶࡓࡽࡋࡓูࠎࡢᐇឤࢆ㸪ྛ⮬ࡢゝⴥ
࡛ㄒࡽࡏ࡚࠸ࡿࡢࡔࠋࡑࢀࡽࡢゝⴥ࡟ࡼࡗ࡚㸪࣍ࢸࣝࢆゼࢀࡿ
ᐈࡢᚰ࡟ാࡁ࠿ࡅࡿ☜࠿࡞ᘓ⠏ࡢຊࡀᏑᅾࡍࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡑ࠺࡜
ࡋ࡚࠸ࡿࠋᙜ↛㸪ᐟἩᐈࡢឤ᝿ࡢ඾ᆺࢆ♧ࡍ஦౛࡜ࡋ࡚㑅ࢇࡔ
࡛࠶ࢁ࠺ࠋ 
 ࡦ࡜ࡘࡵࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࢆグ㏙ࡋࡓᙜ᫬
ࡢ㐲⸨࡟࡜ࡗ࡚㸪ẚ㍑ⓗ᭱㏆ࡢฟ᮶஦࡛࠶ࡿࠋ 
ࠕṈࡢ෤㸪‶ᕞ୰ኸ㖟⾜ࡢᒣᡂ๪⥲⿢ࡀᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟Ἡࡗ࡚ᒃ
ࡽࢀ࡚ゝࢃࡿࡿ࡟ࡣࠕࡑࡕࡇࡕἩࡗ࡚ぢ࡚⤖ᒁࡇࡇ࡟ⴠࡕࡘࡃ
ࡇ࡜࡟࡞ࡗࡓࠋṈࡢᘓ≀ࡣ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࡢ࠶ࡿᘓ≀࡛ࡍࠋࡑࡋ
࡚㠃ⓑ࠸஦࡟ࡣ⮬ศࡓࡕࡢヰࡋྜ࠺௰㛫ࡢ㐃୰ࡀᥞ࠸ࡶᥞࡗ࡚
Ṉࡢᘓ⠏ࡢ࿡ࢆゎࡋጞࡵ࡚ᒃࡿࡽࡋ࠸ࠋࡇࢀࡲ୍࡛ᑍぢ࡟ࡼ࠸
࡜ᛮࡗ࡚ᒃࡓᘓ≀ࡣఱࢀࡶⓙ㰯࡟ࡘ࠸࡚᮶ࡓࡢ࡟㸪Ṉࡢᘓ≀ࡣ
ࡑࢀ࡜ࡣ཯ᑐ࡛㸪ึࡵࡣఱࡔ࠿ጁࡔࡗࡓࡀẁࠎ࡜඼ࡢࡼࡉࡀุ
ࡗ࡚᮶ࡿࡼ࠺࡟ᛮ࠺࡜ⓙ࠸ࡩࠖࠋ ࡜ࡢࡇ࡜࡛ࡋࡓࠋ24)ࠖ 
 ᒣᡂ๪⥲⿢࡜ࡣ㸪ึ௦๪⥲⿢ᒣᡂႛභ㸦1872-1960㸧ࡢࡇ࡜
࡛࠶ࡿ 25)ࠋ‶ᕞ୰ኸ㖟⾜࡟㛵ࡋ࡚ࡳࡿ࡜㸪㐲⸨ࡣ㸪೜ᴦ㒊ࡔ
ࡅ࡛࡞ࡃ㸪⥲⿢㑰࠿ࡽ୍⯡♫ဨࡢఫᏯࡲ࡛ࡢ♫Ꮿ඲⯡ࢆ 1936
㸦᫛࿴ 11㸧ᖺࡲ࡛࡟ᡭࡀࡅ࡚࠸ࡿࠋ≉࡟㸪೜ᴦ㒊ࡢタィ࡜⌧
ሙ⟶⌮࡟㝿ࡋ࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪ᒣᡂ࡟⮬ࡽࡢᘓ⠏ほࢆㄒࡾ㸪ࡑࡢ⌮
ゎࢆᚓ࡚௙஦ࢆ㐍ࡵࡿ࡜࠸࠺㛫᯶ࡔࡗࡓ 26)ࠋ㐲⸨⮬ࡽᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢᐟἩࢆ່ࡵࡓ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋ኱಴႐ඵ㑻ࡶᯘឡసࡶ୙ᅾࡢ
ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜࠸࠺ほⅬ࠿ࡽࡍࢀࡤ㸪㐲⸨ࢆྲྀࡾᕳࡃேࠎ࡟┤᥋
ⓗ࡞࣓ࣜࢵࢺࡣ࡞࠸ࠋ୍᪉㸪‶ᕞᅜࡢ㔠⼥ࡢ୰᰾࡜ࡋ࡚タ⨨ࡉ
ࢀࡓ୰ኸ㖟⾜ࡢᖿ㒊㛵ಀ⪅࡜࡞ࢀࡤ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟࡜ࡗ࡚ࡣ㔜
せ࡞㢳ᐈࡢ㒊㢮࡟࡞ࡿࡔࢁ࠺ࠋ 
 ࡑࡢᒣᡂࡀ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏ࡀࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖࢆࡶࡕ㸪
ᐟἩࡢయ㦂ࢆ㏻ࡌ࡚ࡲࡉ࡟ࠕ࿡ࠖ࡜ࡋ࡚ศࡗ࡚᮶ࡓ࡜࠸࠺ࡢ࡛
࠶ࡿࠋࡑࢀࢆゝⴥ࡟ࡍࡿ࡟࠶ࡓࡾ㸪ᒣᡂࡣ㸪୕ࡘࡢ㐣⛬ࢆ࡬ࡓ
࡜ࡢ࡭࡚࠸ࡿࠋ➨୍࡟㸪᭱ึࡣ㐪࿴ឤࡀ࠶ࡗࡓࡀ㸪ḟ➨࡟Ⰻࡉ
ࡀឤࡌࡽࢀࡿࡼ࠺࡟࡞ࡾ㸪➨஧࡟㸪ࡑࢀࡀᒣᡂಶே࡟࡜࡝ࡲࡽ
ࡎ㸪௙஦௰㛫࡟ࡶឤࡌࡽࢀࡿࠋ➨୕࡟㸪ࡑࢀࡣ㸪ᵝࠎ࡞࣍ࢸࣝ
࡟⁫ᅾࡋࡓ⤒㦂࡟ࡼࡗ୍࡚ᒙⰋ࠸࡜ᐇឤ࡛ࡁࡿࠋ 
 ࡑࡢࡼ࠺࡞㉁ࡣ㸪ᘓ⠏࡟࡜ࡗ࡚㸪⌮᝿࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋᘓ
⠏ࡣ㸪ᐇ⌧ࡢࡓࡵ࡟᫬㛫࡜㈨㔠࡜ປຊࢆഴࡅࡡࡤ࡞ࡽ࡞࠸Ꮡᅾ
࡛࠶ࡿࠋࡑࡋ࡚㸪ᘓࡗ࡚ࡋࡲ࠼ࡤྰᛂ࡞ࡃࡑࡢሙᡤ࡟❧ࡕ⥆ࡅ
ᐜ᫆࡟ື࠿ࡍࡇ࡜ࡢ࡛ࡁ࡞࠸Ꮡᅾ࡛ࡶ࠶ࡿࠋࡑࢀࡀᅜࢆ௦⾲ࡍ
ࡿ㏄㈱㤋࡛࠶ࢀࡤ㸪࡞࠾ࡉࡽ࡛࠶ࡿࠋࡶࡕࢁࢇ㸪ᅜෆእࡢ㈗㈱
ࢆࡶ࡚࡞ࡍࡇ࡜ࡀ┠ⓗ࡛࠶ࢀࡤ㸪ᩥ໬ࢆ㉺࠼࡚ㄡࡶࡀࡍࡄ࡟Ⰻ
ࡉࢆ⌮ゎ࡛ࡁࡿࡇ࡜ࡣ኱ษ࡛࠶ࢁ࠺ࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ㸪▷ᮇ㛫࡛
ࡑࡢⰋࡉࡢᗏࡀぢ࠼࡚㣬ࡁࡀࡃࡿࡃࡽ࠸࡞ࡽ㸪ࡑࢀࡼࡾࡣ㸪ୡ
⏺ࡢ᭷ྡ࣍ࢸࣝࡢ✵㛫య㦂ࢆ㔜ࡡࡿ୰࡛㸪ḟ➨࡟Ⰻࡉࢆឤࡌ㸪
⌮ゎࢆ῝ࡵࡽࢀࡿࡼ࠺࡞㉁ࢆࡶࡘࡇ࡜ࡢ᪉ࡀ㸪ࡣࡿ࠿࡟㧗࠸ᩥ
໬ᛶࢆ♧ࡍࠋࡇࡢࡼ࠺࡞⪃࠼᪉ࢆ㸪㐲⸨ࡣᒣᡂ࡜࠸࠺㢳ᐈࡢゝ
ⴥ࡛ㄒࡿࡇ࡜࡛⌧ᐇ࿡ࢆࡶῧ࠼࡚࠸ࡿࠋ 
 ୍᪉㸪ࠕึࡵࡣఱࡔ࠿ጁࡔࡗࡓࠖ࡜࠸࠺ᒣᡂࡢゝⴥࡣ㸪ࣛ࢖
ࢺࡢᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ᑐࡍࡿୡ㛫୍⯡ࡢ཯ᛂࢆ⾲ࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮࢃࢀ
ࡿࠋᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪ୡ⏺ࡢ㈱ᐈࢆ㏄࠼ࡿࡓࡵࡢ᪥ᮏࢆ௦⾲ࡍࡿ
ᅜ㝿࣍ࢸࣝ࡜ࡋ࡚ィ⏬ࡉࢀࡓࠋ࡜ࡇࢁࡀ㸪ᙜ᫬ࡢ᪥ᮏே࡟࡜ࡗ
 
て，帝国ホテルは，ある種の違和感を喚起するものだったよう
である。その一方で，一般に「ライト館」と，設計した建築家
の名で呼ばれていた。訪れる人々が好むと好まざるとに関わら
ず，建築自体が独特の存在感を醸していたことの証だと思われ
る。遠藤は，明らかにこのような事実を前提にしていると思う。
そして，山成の言葉を借りて，そのような独特の雰囲気が，他
に類を見ない最高の味わいとして，次第に宿泊客に実感される
ようになって来た事実を示そうとしている。 
 「帝国ホテルの増築について」で遠藤は，山成が語った帝国
ホテルに対する印象の変化こそは，まさに設計者であるライト
によってもともと予言されたという事実を語る。弟子の遠藤が，
師であると同時に天才建築家ライトから直接聞いた言葉によっ
て裏づけているのだ。12 年前，竣工を見ずにアメリカに帰国
しなければならなくなった際，ライトがのべた以下の予言であ
る。 
 「二十年経てば判る。この建物は二十年進んでいる 27)。」 
 それは，先にみた「帝国ホテルの構造について」における
「二十年後を期す」と一致する箇所である。 
 帝国ホテルの建設過程で，度重なるライトの設計変更とそこ
からおこる予算超過のため，ライトはもちろん，林もまた窮地
に立ったことはよく知られている。ライトの建築家としての執
念を示す場面とされる。ライトを支えた遠藤の使命感と対極的
に，ライト自身は，林の辞任に伴って解雇されてしまう 28)。 
 そこまでの犠牲を払いながら，他ならぬライトの予言どおり，
帝国ホテルは，「なんだか妙な」という反応に晒され続けてい
たのだ。ライトが日本を去ったのは 1922（大正 11）年のこと
であるから，20 年後は，1942（昭和 17）年で太平洋戦争の最
中である。しかし，ライトに従えば，その時，世間一般の人々
が遠藤のいう「空間の醍醐味」を理解するであろう。まだ，
1936（昭和 11）年当時は，時間の猶予がある。しかしながら，
山成のように「だんだん良さが判ってきた」と感じている人々
が先駆け的に現れつつあった。「判る」ことは，単に珍しさに
対する慣れとは異なる。また，ライトは，「進んでいる」とい
う表現を採った。遠藤は，師の言葉を信じ，建築を進化する存
在として捉え，ライトこそが進化の方向性を示していると考え
て来たのではないだろうか。予言者としての役割を果たすライ
トは，現場が進行する期間，設計の進め方についてホテル側の
理解を得ることができず，その意味で犠牲を払う立場にあった。 
 
2-3 交響曲第九番の挿話 
 もうひとつは，ライトが遠藤に語った「さる外国人」の空間
体験である。遠藤は，「帝国ホテルの増築に就いて」で，帝国
ホテルの現場が進行していた頃，ライトから度々聞いた話とし
て，以下を紹介している。 
「当時ライトさんはよく僕等に，「これは大きなシンフォニー
だ。世間はベートーベンの第九シンフォニー（以下，引用部分
以外では交響曲第 9 番と表記）を曠世の労作とする。然しなが
ら帝国ホテルは更に一段の労作である。」といひいひした。こ
の事を耳にしたさる外国人は心の内に「ライトの不遜」をとが
めながら一建築家が蓋世の音楽の天才を浸りに冒涜するものと
思い込んだらしい。然し親しく帝国ホテルをみるに及んで彼は
ひたすら驚きの目を見張りながら「なるほどこれはベートーベ
ンだ」とつぶやいたと聞いても居る 29)。」 
 これは，ライトの建築空間が交響曲第九番に比する高い芸術
性を持っていることを示そうとする逸話である。同時に，その
作法においても，ライトの偉大さを示そうとする。この逸話は，
遡る 14 年前，帝国ホテル完成の年に，遠藤が『婦人之友』に
発表した論考に挿入したものを再び持ち出したものである 30)。
欧米の宿泊客の中には，完成当初から「なるほどこれはベート
ーベンだ」と，驚嘆を表す者がいた事実を示す。20 年を経な
くても，交響曲第九番の体験を引き合いに芸術性に満ちた喜び
を「空間の醍醐味」として実感できる者がいたというのである。 
 通常は，ベートーベンの交響曲第九番を越える苦労の果ての
作品だと作者がいえば，不遜と冒涜とのそしりは免れないだろ
う。本当に作者自身がそう思うなら，交響曲第九番に対する相
当に深い理解が必要である。さらにそれを踏まえて，自らの作
品への取り組みに対して，強い覚悟と確固たる意思が必要であ
る。それが事実であることが，「さる外国人」の「なるほどこ
れはベートーベンだ」に裏づけられたというのである。 
 「さる外国人」が誰なのかは特定できていない 31)。しかし，
その感想は，海外からの宿泊客の感想を代表しているといいた
い遠藤の意図があろう。どれだけの読者が，その意図を汲むか
はともかく，何度も耳にしたというこの挿話には，芸術として
の建築を創りだすライトへの，遠藤自身の驚嘆と尊敬の念が読
み取れるように思う。 
 ライトは，生涯にわたり，音楽と建築の関係と，ベートーベ
ンからのインスピレーションについて度々述べている。例えば，
浮世絵の収集家でもあったライトは，帝国ホテル設計の契約を
する以前，『The Japanese Print: An Interpretation』（1912）
において，バッハ，ベートーベン，モーツァルトの作品と春草，
清長，北斎，広重の作品それぞれにみられる共通性について述
べている。心惹かれる芸術の背後にある特質を読み取り，自ら
の作品に表したいと研鑽を重ねたという 32)。出版は，遠藤が
ライトと実際に対面した 1917（大正 6）年を遡る 5 年前であ
る。帰米 6 年後の 1928（昭和 3）年，ライトは，もしも芸術
に区分があるとすれば，建築は音楽を越えた存在であるとさえ
述べている。そして，音楽を，全ての言葉を越えた人の心の言
語だと考え，さらに，建築を，人の心への働きとして構想して
きたことを『In the Cause of Architecture IX: The Term 』
（1928）に回想している 33)。 
 一方，遠藤自身は，作曲やピアノ演奏に造詣が深かったわけ
ではない。しかし，家庭ではダンスを楽しみ，ダンスを通じて
音楽に親しんだ 34)。そして，ライトが日常的にピアノを弾き，
特にベートーベンを好むことを知っていたと思われる。帝国ホ
テルの現場が進行していた頃のライトは，自らが設計した増築
棟に滞在していた。その際，自室に自らが弾いて楽しむため専
用のピアノを運ばせていた 35)。タリアセンでの滞在経験も含
め，遠藤は，師が，日常的にベートーベンに深く親しむ中で，
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ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ᙧࢆ୚࠼࡚࠸ࡃ㐣⛬࡟❧ࡕ఍ࡗࡓࠋࡑࡢࡼ࠺࡞⤒
㦂ࢆ⫼ᬒ࡟㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡢ㢮࠸⛥࡞ⱁ⾡ⓗឤ
ᛶ࡜㧗ᗘ࡞タィᡭἲ࡟ࡼࡿ࡜ᤊ࠼࡚࠸ࡓ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋ 

ⱁ⾡࡜ࡋ࡚ࡢᘓ⠏
 ࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡜ேࡢᑻᗘ
ࠕ኱ࡁ࡞సရࠖࡢ㞴ࡋࡉ
 㐲⸨ࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࢆ๰㐀ࡋ㸪୚࠼ࡿഃ࡟❧ࡘᘓ⠏ᐙ࡜ࡋ࡚㸪
㺀✵㛫ࡢ㓬㓮࿡㺁ࢆ࡝ࡢࡼ࠺࡟࡜ࡽ࠼࡚࠸ࡓࡢࡔࢁ࠺ࠋ㺀ᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚㺁࡛㸪㐲⸨ࡣḟࡢࡼ࠺࡟㏙࡭ࡿࠋ 
ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ኱ࡁ࡞సရ࡛ࡍࠋ඲య࠿ࡽ㒊ศ࡬㸪㒊ศ࠿ࡽ඲
య࡬ࡢ㤳ᑿࢆ୍㈏ࡍࡿ⤫ྜ࡟᪊࠸࡚ጞࡵ࡚┿౯ࢆ࿡ࢃ࠸࠺ࡿᗏ
ࡢ኱ࡁ࡞సရ࡛ࡍࠋࡇࢀࡣᐜ᫆࡞ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ 36)ࠖࠋ  
ࠕ඲య࠿ࡽ㒊ศ࡬㸪㒊ศ࠿ࡽ඲య࡬ࡢ㤳ᑿࢆ୍㈏ࡍࡿ⤫ྜࠖࡣ㸪
ࣛ࢖ࢺࡣࡶࡕࢁࢇ㸪㐲⸨ࡶ㸪ᘓ⠏ࡢ࠶ࡿ࡭ࡁ⌮᝿࡟ࡘ࠸࡚ㄒࡿ
㝿࡟⏝࠸࡚ࡁࡓㄝ࡛᫂࠶ࡿࠋࡋ࠿ࡋ㸪ࡇࡇ࡛ࡣ㸪஺㡪᭤➨஑␒
࡜ࡢඹ㏻ᛶ࡜࠸࠺ᩥ⬦ࡢ୰࡛ࡢ࡭࡚࠸ࡿࠋ࡜ࡇࢁࡀ㸪ࠕ኱ࡁ࡞
సရࠖ࡜ࡋ࡚㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜஺㡪᭤➨஑␒࡜ࡢලయⓗ࡞ᑐẚࢆ
ࡑࢀ௨ୖ⾜࠺ࡇ࡜࡞ࡃ㸪㐲⸨ࡣ㸪ḟࡢࡼ࠺࡟ゝⴥࢆ⥆ࡅࡿࠋ 
ࠕ᫬࠶ࡗ࡚㸪⮬ศࡣே࠿ࡽࠕྩࡢ⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝࡢ᪉ࡀẼᣢࡕࡀ
Ⰻ࠸ࠖ࡞࡝࡜ゝࢃࢀࡿࡇ࡜ࡀ࠶ࡿࠋ↛ࡋ㸪⚾ࡣࡑࡢᗘẖ࡟ࠕࡑ
ࢀࡣᑠࡉ࠸࠿ࡽศࡾࡸࡍ࠸ࡢ࡛ࠋཷࡅྲྀࡾ᫆࠸ࡢ࡛ࡍࠖ࡜⟅࠼
࡞ࡀࡽ኱ࡁ࡞ࡶࡢࢆᮏᙜ࡟⧳ࡵࡿࡇ࡜ࡢᐜ࡛᫆ࡣ࡞࠸ࡇ࡜ࢆ③
ឤࡍࡿ 37)ࠖࠋ  
 ࡘࡲࡾ㸪ேࡢᚰ࡟஺㡪᭤➨஑␒ࡢࡼ࠺࡞ឤືࢆ࿧ࡧ㉳ࡇࡍࡼ
࠺࡟๰ࡽࢀࡓᘓ⠏✵㛫ࡣ㸪኱ࡁ࠸࡯࡝⌮ゎࡋ࡟ࡃࡃ㸪ࡋ࠿ࡶཷ
ࡅྲྀࡾ࡟ࡃ࠸ഴྥࡀ࠶ࡾ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡶࡑ࠺࡛࠶ࡿ㸪࡜࠸࠺ࠋ
ࡇࢀࡣ㸪ඛ࡟ࡳࡓᒣᡂࡢ✵㛫య㦂࡟ᑐᛂࡋ࡚࠸ࡿࠋ㏫࡟㸪ࡑࡢ
ࡼ࠺࡞ᘓ⠏✵㛫ࡣ㸪ᑠࡉ࠸࡯࡝㸪ࡑࡇࢆゼࢀయ㦂ࡍࡿ⪅࡟࡜ࡗ
࡚ࡣุࡾ᫆ࡃ㸪ࡑࡢព࿡࡛ཷࡅྲྀࡾ᫆ࡃ㸪ྠ᫬࡟㸪ᘓ⠏ᐙ࡟࡜
ࡗ࡚ࡣ㸪ᑠࡉ࠸࡯࡝タィࡀᐜ࡛᫆࠶ࡿ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࡢᚭᗏ࡜ࡑࡢ୙ᅾ࡬ࡢ༴᝹
 つᶍ࡟ࡘ࠸࡚㸪౛࠼ࡤᘏᗋ㠃✚ࢆẚ㍑ࡍࡿ࡜㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪
⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝࡢ࠾ࡼࡑ㸳ಸ࡛࠶ࡿ 38-40)ࠋᘓ⠏ࡢ㓬㓮࿡ࢆ⋓ᚓ
ࡍࡿ࡟࠶ࡓࡗ࡚㸪኱ࡁ࡞సရ࡯࡝ࡑࢀࡀᐜ࡛᫆ࡣ࡞࠸࡜࠸࠺ࡢ
ࡣ㸪࡝ࡢࡼ࠺࡞⌮⏤࠿ࡽ࡛࠶ࢁ࠺࠿ࠋࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ
࠸࡚࡛ࠖࡣ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࡑࡢ⌮⏤࡟ゐࢀ࡚ࡣᒃ࡞࠸ࠋࡋ࠿ࡋ㸪
ࠕᘓ⠏ㄽ 41)ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡢ௙஦ࡪࡾࢆ௨ୗࡢ
ࡼ࠺࡟ホࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕᵓ㐀࡟ࡶព໶࡟ࡶ༟ᢤ࡞ぢ㆑࡜ᢏಲ࡜ࢆᣢࡗ࡚ࡋࡓࠋࡑࡋ࡚
ఱ࡛ࡶ⮬ศ࡛ࡋࡓࠋ⚾ࡣ඲ࡃࡑࡢ㐨ල࡟࡞ࡗ࡚ാ࠸ࡓ࡟Ṇࡲࡿࠋ
42)ࠖ 
㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡢ᭱ࡶ㏆ࡃ࡛タィࢆᨭ࠼ࡓࡀ㸪ᑡ࡞ࡃ࡜ࡶᘓ
⠏ࡢつᶍࡀ኱ࡁ࠸ࡓࡵ࡟ࡑࢀࢆษࡾศࡅ࡚ศᢸࡍࡿ࡜࠸࠺ព࿡
࡛ࡢศᴗ࡛ࡣ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜ࡀఛ࠼ࡿࠋࡲࡓ㸪ࠕᘓ⠏⨾⾡ 43)ࠖ
㸦1926㸧࡟࠾࠸࡚ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ࠿ࡽᗘࠎ⪺࠸ࡓゝⴥ࡜ࡋ࡚㸪௨
ୗࡢᵝ࡞➃ⓗ࡞グ㏙ࡀ࠶ࡿࠋ 
ࠕ኱ࡁ࠸ᘓ≀୍࡛␒㞴ࡋ࠸ࡢࡣ㸪ఱ࡜࠸࠺࡚ࡶࢫࢣ࣮ࣝࡔ 44) ࠖࠋ 
 㐲⸨࡟ࡼࡿ࡜㸪ࡇࡢሙྜࡢࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࡣ㸪ࡩࡓࡘࡢᙺ๭ࢆ
ࡶࡘࠋࡦ࡜ࡘࡣ㸪ᘓ⠏࡟ࡘ࠸࡚㸪ࠕ඲యࢆ㏻ࡌ࡚㸪ᑻᗘࡢ⤫୍
45)ࠖࢆ࠾ࡇ࡞࠺ࡇ࡜࡛࠶ࡿࠋᖇᅜ࣍ࢸ࡛ࣝࡣ㸪ࠕᅄᑻࢆᇶ‽࡜
ࡋ࡚඲యࢆ⤌ࡳ❧࡚࡚࠶ࡿࠋซ࡚ࡢ๭ࡾฟࡋࡣ㸪ࡑࡇ࠿ࡽฟ࡚
࠸ࡿࠋ46)ࠖࡘࡲࡾ㸪㸲ᑻ࡜࠸࠺ᑍἲࡀ㸪඲య࡜㒊ศࡢᑍἲࢆỴ
ࡵ࡚࠸ࡿࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡀࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ࡟ᑐࡋ࡚ཝࡋࡃ⢭☜
࡞ุ᩿ࢆࡋ࡚࠸ࡓ஦ᐇࢆ㸪ḟࡢ⏝࡟㏙࡭࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕ㖡ᒇ᰿ࢆⵌ࠸ࡓ᫬㸪୍ᑻ㛫ࡢ⎰Წ㸪ࡑࡢ⎰Წ࡟࠶ࡿ㗬≧ࡢ้
ࡳࢆ═ࡵ࡚㸪ࠕ࠾ࢀࡣ㛫㐪ࢃ࡞࠿ࡗࡓࠖ࡜ᝋࢇ࡛࠾ࡽࢀࡓᵝࡀ
┠࡟ᾋ࠿ࡪࠋ47)ࠖ 
ࡇࡢ᫬㸪ࣛ࢖ࢺࡀ㸪࡝ࡢሙᡤࡸ㊥㞳࠿ࡽぢ࡚ࡑࡢຠᯝࢆ☜ㄆ
ࡋࡓ࠿ࡣ᫂グࡉࢀ࡚࠸࡞࠸ࠋࡋ࠿ࡋ㸪࠸ࡎࢀ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪ࣛ࢖ࢺ
ࡣ㸪ࠕྛ㒊ࡢ⿦㣭ࡢᮎ࡟⮳ࡿࡲ࡛㸪ࡑࡢ↢⎰ቨ࡟࠶ࡿ┠ᆅࡢᖜ
༙ᑍࢆᛀࢀ࡞࠿ࡗࡓ 48)ࠖࠋ ࡜㐲⸨ࡣグ㏙ࡋ࡚࠸ࡿࠋ4 ᑻࢆᇶ‽
࡜ࡋࡓᑻᗘࡢ⤫୍ࡣ㸪ࡇࡢࡼ࠺࡟⣽㒊࡟⮳ࡿ┠㓄ࡾ࡜ุ᩿࡟ࡼ
ࡿ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋඛ࡟࠶ࡆࡓ㸪ࠕ඲య࠿ࡽ㒊ศ࡬㸪㒊ศ࠿ࡽ
඲య࡬ࡢ㤳ᑿࢆ୍㈏ࡍࡿ⤫ྜࠖ࡟࿧ᛂࡍࡿ⟠ᡤ࡛࠶ࡿࠋࡑࡋ࡚㸪
ᑻᗘࡢ⤫୍ࡢࡇࡢࡼ࠺࡞ᚭᗏࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏࡟ࠕ㡢ᴦࡢ
సရ࡟࠶ࡿᢿᏊ࡟ẚࡍࡿ⢭☜ࡉࡀධࡗ࡚࠸ࡿ 49)ࠖࠋ ࡜࠸࠺ࡇ࡜
࡞ࡢࡔ࡜࠸࠺ࠋඛ࡟ࡳࡓ㸪➨஑ࢩࣥࣇ࢛ࢽ࣮ࡢᤄヰ࡟࠾ࡅࡿ㡢
ᴦࡢᬯ႘࡟ࡶ࿧ᛂࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 ࡩࡓࡘࡵࡣ㸪ᑻᗘࡀࠕேࡢయ࡟ྜࢃࡏ࡚࠶ࡿ 50)ࠖࡇ࡜ࡔ࡜
࠸࠺ࠋࡋ࠿ࡶ㸪ࡑࢀࡣ㸪ࡦ࡜ࡘࡵࡢᑻᗘࡢ⤫୍ࡼࡾࡶࠕ᭦࡟኱
ษ࡞ࡇ࡜ 51)ࠖࡔ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋࡘࡲࡾ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪ᘓ
⠏ࡢᮦᩱ࡛ࡣ࡞ࡃ㸪ேࡢయ࡟ྜࢃࡏ࡚ᑻᗘࢆỴᐃࡋ࡚࠸ࡿࡢ࡛
࠶ࡿࠋࡑࢀࡣ㸪ࡍ࡭࡚ࡢᑍἲࢆᑻᗘ࡟ࡼࡗ࡚⤫୍ⓗ࡟ᢅ࠺ࡇ࡜
௨ୖ࡟㔜せࡔ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋࡑࡢ⤖ᯝ㸪ࠕ࡝ࡇ࡛ࡶேࡀᒃࡿ
࡜㸪ࡑࡢே≀ࡀ┤ࡕ࡟ᘓ≀ࡢ୰࡟⁐ࡅ୍࡚ࡘ࡟࡞ࡿ 52)ࠖࠋ ᘓ⠏
✵㛫࡟࠸ࡿேࢆぢ࡚ࡑ࠺ឤࡌࡿࡢ࠿㸪ࡑࡇ࡟࠸ࡿ⮬ࡽࡀ⮬ࡎ࡜
ឤࡌࡿࡢ࠿࡟ࡘ࠸࡚㸪≉࡟㐲⸨ࡢゝཬࡣ࡞࠸ࠋ࠸ࡎࢀ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪
ே࡟ྜࢃࡏࡓᑻᗘ࡛ᘓ⠏ࡢᑍἲࢆ⤫୍ࡍࡿ஦࡛㸪ே࡜ᘓ⠏ࡀ୍
య࡜ࡋ࡚ឤࡌࡽࢀࡿࡼ࠺࡞ຠᯝࢆᚓࡿ࡜࠸࠺ࠋࡑࢀࡣࡲࡓ㸪ᖇ
ᅜ࣍ࢸࣝࡢሙྜࡣ㸪ࠕఱ࡜࡞ࡋ࡟ேࢆᘬࡁࡘࡅ㸪ᢪࡁࡼࡏࡿᵝ
࡞ᚰᣢࡕ 53)ࠖ࡜ࡋ࡚ᐇឤࡉࢀࡿ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋඛ࡟ࡳࡓ㸪
ᒣᡂࡢ࠸࠺ࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖ࡟ࡘ࠸࡚㸪ࡉࡽ࡟ලయⓗ࡟ㄒࡗ࡚
࠸ࡿ࡜࠸࠼ࡼ࠺ࠋ 
 㐲⸨ࡀ࠸࠺ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ࡜ࡣ㸪ே㛫ࡢయࡢᑻᗘ࡟ྜࢃࡏ࡚㸪
㒊ศ࡜඲యࡢᑍἲࢆᚭᗏࡋ࡚⤫୍ࡍࡿࡇ࡜࡛࠶ࡿࠋ㐲⸨ࡣ㸪
ࠕᡤࠎ࡛㸪㠃ⓑ࠸ព໶ࡸ㸪⿦㣭ࢆࡘࡅࡿ఩ࡢࡇ࡜ࡣ㸪ჾ⏝࡞ே
࡞ࡽࡸࢀࡿࠋ54)ࠖ࡜ከᵝ࡞సἲࡢᏑᅾࢆど㔝࡟ධࢀ࡚࠸ࡿࠋࡋ
࠿ࡋ㸪ⱁ⾡࡜ࡋ࡚ࡢᘓ⠏ࡀ㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖࢆ⋓ᚓࡍࡿࡓࡵ
࡟ࡣ㸪ሙ㠃ࡈ࡜㸪࠶ࡿ࠸ࡣ㒊ศࡈ࡜࡟ព໶ࢆᕤኵࡍࡿࡢ࡛ࡣ࡞
ࡃ㸪ࡍ࡭࡚ࡢᑻᗘࢆ඲య࡜ࡋ࡚⤫୍ࡋ࡞ࡅࢀࡤ࡞ࡽ࡞࠸࡜࠸࠺
ࡢࡀ㐲⸨ࡢ୺ᙇࡔ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋࡑࡢ⤫୍ࡀ㸪ே㛫ࡢᑻᗘ࠿ࡽ
ጞࡲࡿⅬ࡛㸪ᘓ⠏ࡢつᶍࡀ኱ࡁࡃ࡞ࡿ࡯࡝㸪タィ࡟࠾ࡅࡿᚰ౑
࠸ࢆ୍ᒙᚲせ࡜ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋࠕࢫࢣ࣮
ࣝࠖࡣ㸪ࡑࡢព࿡࡛㸪ࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡯࡝㸪㞴ࡋ࠸࡜࠸࠺ࡇ࡜
࡛࠶ࢁ࠺ࠋࡲࡓ㸪ḟ➨࡟ឤࡌࡽࢀࡿࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖ࡟ᑐࡋ࡚㸪
ࠕᘓ≀ࡢ୰࡟⁐ࡅ୍࡚ࡘ࡟࡞ࡿࠖࡼ࠺࡞୍యឤ࡟࠾࠸࡚ᑐᛂࡋ
࡚࠸ࡿࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ㸪ࠕ࡞ࢇࡔ࠿ጁ࡞ 㸪ࠖࠕཷࡅྲྀࡾ࡟ࡃ࠸ࠖ
 
༳㇟ࢆㄝ᫂ࡍࡿࡶࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࠋ 
 ࠕᘓ⠏⨾⾡ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ
࡜ࡋ࡚ࡍ࡛࡟ᮌ๭ࡾࡀ࠶ࡾ㸪ྂ௦ࢠࣜࢩ࣭࣮࣐ࣕࣟࡢ࣮࢜ࢲ࣮
ࡶࡑࢀ࡟ᑐᛂࡍࡿ࡜ㄆࡵ࡚࠸ࡿ 55)ࠋࡋ࠿ࡋ㸪ࡑࡢࡼ࠺࡞ఏ⤫
ࡀ࠶ࡿ࡟ࡶ㛵ࢃࡽࡎ㸪ࢫࢣ࣮ࣝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ᐇ㊶ࡢᅔ㞴ࡘ࠸࡚
ࡼࡾࡶ㸪ࡴࡋࢁᐜ᫆࡟ᛀࢀཤࡽࢀ࡚࠸ࡿ⌧ᐇࢆ༴᝹ࡋ࡚࠸ࡿࡢ
࡛࠶ࡿࠋ౛࠼ࡤ㸪ࠕ኱ࡁ࠸ᘓ⠏ࡀᑠࡉ࠸ᘓ⠏࡟ᑐࡋ࡚㸪⹸║㙾
࡛ࡳࡓᵝ࡟ᘬࡁᘏࡤࡋࡓࡶࡢ 56)ࠖ࡜ࡋ࡚タィࡉࢀࡓ࡞ࡽ㸪ఱ
ࡀ㉳ࡇࡿ࠿࡟ὀពࢆಁࡍࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࡑࡢᘓ⠏ࡣࠕᐇ㝿ࡢ኱ࡁࡉ
ࡼࡾᑠࡉࡃࡳ࠼ࡿ 57)ࠖ࡜࠸࠺ࠋࡇࡢሙྜࡢࠕᑠࡉࡃࡳ࠼ࡿࠖ
࡜࠸࠺ࡇ࡜⮬య࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪ࡑࢀ௨ୖࡢグ㏙ࡀ࡞࠸ࠋ࠸ࡎࢀ࡟
ࡋ࡚ࡶ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࡑࢀࡣ㸪༢࡟኱ࡁࡃᘬࡁᘏࡤࡋࡓࡔࡅ࡛࠶ࡿ
ࡇ࡜࡟ཎᅉࡀ࠶ࡿ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋᘬࡁᘏࡤࡋࡓศ㸪ᘓ⠏ࡀே㛫
ࡢᑻᗘࢆኻࡗ࡚ࡋࡲ࠺ࡇ࡜ࡣ☜࠿࡛࠶ࡿࠋࡘࡲࡾ㸪ேࡣ⮬ᕫࡢ
኱ࡁࡉࢆᇶ‽࡟ࡋ࡚㸪┦ᑐⓗ࣭┤ឤⓗ࡟ᘓ⠏ࡢ኱ࡁࡉࢆ▱ࡿᡭ
᥃࠿ࡾࢆኻࡗࡓ≧ែ࡟࡞ࡿࡢࡔࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪ேࡣᘓ⠏ࡢ኱ࡁ
ࡉࢆᐇឤࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ࡞࠸࡜࠸࠺ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋ 
 ࡑࢀࢆ㐲⸨ࡣ㸪ࠕࣉ࣏࣮ࣟࢩ࡛ࣙࣥᚓࡓᡤࢆࢫࢣ࣮࡛ࣝኻࡗ
ࡓ 58)ࠖࠋ ࡜ࡶ㸪⾲⌧ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡇࢀࡣ㸪࣑ࢣࣛࣥࢪ࢙ࣟࢆホࡋ
࡚ࡢゝⴥ࡛࠶ࡿࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࢆኻ࠸㸪኱ࡁࡉࡀศ࠿
ࡽ࡞ࡃ࡞ࡗࡓᘓ⠏ࡢ඾ᆺⓗ஦౛࡜ࡋ࡚㸪ྠ᫬௦ࡢᘓ⠏࡟ඛ❧ࡗ
࡚㸪ࢧࣥࣆ࢚ࢺࣟ኱⪷ᇽࢆ࠶ࡆ࡚࠸ࡿࡢ࡛࠶ࡿࠋࡑࢀࡣ㸪࣐࣮
ࢡ࣭ࢺ࢙࢘࢖ࣥ 㸦Mark Twain,㸦1835-1910㸧㸧ࡢゝㄝࡢᘬ⏝
59)࡜ࡋ࡚ྲྀࡾୖࡆࡓࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
୍᪉㸪ࢧࣥࣆ࢚ࢺࣟ኱⪷ᇽࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡀᗘࠎᢈุࡋࡓṔྐⓗ
ᘓ⠏࡛ࡶ࠶ࡗࡓࠋࡇࡢࡇ࡜࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ᶵ఍ࢆᨵࡵ࡚⪃ᐹࡋࡓ
࠸ࠋᮏ✏࡛ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ࡟ࡼࡿ኱⪷ᇽࡢᢈุࡀ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ❹ᕤ
ᚋ 60)࠿ࡽࣛ࢖ࢺᬌᖺࡢⴭసࠗA Testament61-63) 㸦࠘1952㸧࡟ࡲ
࡛ㄆࡵࡽࢀࡿࡇ࡜ࢆᣦ᦬ࡋ࡚࠾ࡁࡓ࠸ࠋ 

ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖ࡜⣽㒊࡟⮳ࡿຠᯝ
⿦㣭ᛶ࡟ὀ┠ࡍࡿᘓ⠏⏺
 㐲⸨ࡀࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡜⾲⌧ࡋࡓᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ᑐࡋ࡚㸪ᘓ⠏
⏺ࡢホ౯ࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࡢ⣽㒊㸪≉࡟⿦㣭࡟㝈ᐃࡍࡿഴྥ࡟࠶ࡗ
ࡓࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖࡢ୰࡛㸪ᙜ᫬ࡢホ
౯ࡀ㸪ࠕࣛ࢖ࢺẶࡢᴗ⦼ࢆ㏻ほࡋ࡚ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣࡶࡗ࡜ࡶ࣮࢜
ࢿ࣮ࢺ㸦⿦㣭ⓗ㸧࡞సရ 64)ࠖ࡜ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡗࡓ࡜グ㏙ࡋ࡚
࠸ࡿࠋࡑࡋ࡚㸪ࡑࡢࡼ࠺࡞ホ౯࡟ᑐࡋ࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺഃࡢ
ཎᅉ࡜ࡋ࡚ࡩࡓࡘࢆ࠶ࡆࡿࠋࡦ࡜ࡘࡣ㸪ࠕᙼࡢ㗦ᩄ࡞ࡿ✵㛫ឤ
ཷᛶࡣ㡢ᴦᐙࡢ㡢࡟᪊ࡅࡿࡀዴࡃᚤጁ࡛࠿ࡘ⢭☜࡛࠶ࡿࡓࡵ࡟㸪
ேࡣ୍ぢ↹⍢࡞ࡿᙼࡢ⣽㒊࡟ὀ┠ࡍࡿ 65)ࠖࡓࡵ࡛࠶ࡿ࡜࠸࠺ࠋ
ࡶ࠺ࡦ࡜ࡘࡣ㸪ࠕ᪥ᮏࡢᕤ㈤ࡢᏳࡉ࡜ᮦᩱࡢᏳࡉ࡞ࡿඛධほ࡟
ฟⓎࡋࡓࡶࡢ 66)࡛ࠖ࠶ࡿ࠿ࡽࡔ࡜࠸࠺ࠋ 
 ᮏ✏࡛ࡣ㸪๓⪅࡟ࡘ࠸࡚㸪ࡘࡲࡾ㸪ᘓ⠏⏺ࡀࠕ୍ぢ↹⍢࡞ࡿ
ᙼࡢ⣽㒊࡟ὀ┠ࡍࡿࠖ⌮⏤࡜ࡋ࡚㐲⸨ࡀ࠶ࡆࡓࣛ࢖ࢺࡢࠕ✵㛫
ឤཷᛶࠖࡘ࠸࡚ࡢ⪃ᐹࢆヨࡳࡓ࠸ࠋඛ࡟ࡳࡓࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࡢ⪃
࠼ࡀ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏✵㛫࡟ᐇ㊶ࡉࢀ࡚࠸ࡿ࡞ࡽࡤ㸪ࡑࡇ࡟
㌟ࢆ࠾ࡃேࡢど⥺ࡣ㸪኱ࡁ࡞ᘓ⠏✵㛫ࡢ㒊ศ࠿ࡽ඲య㸪඲య࠿
ࡽ㒊ศ࡬࡜㸪ேࡢᑻᗘࡀ⾜ࡁΏࡗ࡚࠸ࡿᵝែࢆほᐹࡍࡿࡇ࡜ࡀ
ᮇᚅࡉࢀࡿࡔࢁ࠺ࠋࡋ࠿ࡋ㸪ᘓ⠏⏺ࡣ㸪ࡑࡢࡼ࠺࡞ぢ᪉࡛ࡣホ
౯ࡏࡎ㸪ࠕ୍ぢ↹⍢࡞ࡿ⣽㒊 㸪ࠖࡘࡲࡾ㒊ศ࡟㝈ᐃࡋࡓࡶࡢ࡛࠶
ࡗࡓ࡜࠸࠺ࠋ 
 ☜࠿࡟㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏✵㛫ࡣ㸪ᗄఱᏛᅗᙧࢆ⤌ࡳྜࢃࡏ
ࡓࣛ࢖ࢺ⊂⮬ࡢ⿦㣭࡟≉ᚩ࡙ࡅࡽࢀ࡚࠸ࡿ࡜ᛮ࠺ࠋᐇ㝿㸪ᖇᅜ
࣍ࢸࣝ௨㝆㸪ࡑࢀ࡟㢮ఝࡋࡓ⿦㣭ࡀ᪥ᮏࡢᘓ⠏⏺࡛ὶ⾜ࡋ㸪ࣛ
࢖ࢺᘧ࡜࿧ࡤࢀ࡚࠸ࡓࠋඛ࡟ゐࢀࡓࡼ࠺࡟㸪ࣛ࢖ࢺࡢᘵᏊ࡜ࡋ
࡚ᖌࡢ⌮ᛕ࡜᪉ἲࢆ⮬ศ࡞ࡾ࡟ゎ㔘ࡋᐇ㊶ࡍࡿ㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ
ᘧࢆᶆᴶࡍࡿࡦ࡜ࡾ࡜ぢ࡞ࡉࢀ࡚࠸ࡓࠋࡋ࠿ࡋ㸪㐲⸨⮬㌟ࡣ㸪
⿦㣭ࡔࡅ࡛࡞ࡃᘓ⠏✵㛫඲యࢆᵓ᝿ࡋᐇ⌧ࡋࡼ࠺࡜◊㛑ࢆ㔜ࡡ
࡚ࡁࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋࡑࡢព࿡࡛㸪ࣛ࢖ࢺᘧ࡜࠸࠺ྡ⛠ࡣ㸪㐲⸨࡟
࡜ࡗ࡚ࡣ㸪㝈ᐃⓗ࡛࠶ࡾ㒊ศⓗ࡛࠶ࡗࡓ࡜ᛮ࠺ࠋྠᵝ࡟㸪ᖇᅜ
࣍ࢸࣝ࡟ࡘ࠸࡚ࡢᘓ⠏⏺ࡢホ౯ࡣ㸪୺࡟⿦㣭࡟ࡘ࠸࡚࡛࠶ࡗࡓࠋ
ࡑࡢ⌧ᐇ࡟ᑐࡍࡿ㐲⸨ࡢྰᐃⓗ࡞ែᗘࡣ㸪௨ୗࡢグ㏙࡟ఛ࠼ࡿࠋ 
ࠕୡேࡣ㸪 ࠎ᭱ࡶᐜ᫆࡟ᙼࡢᡭἲ࡟┠ࢆࡘࡅࡿࠋࡑࡋ࡚㒊ศ
ࢆ࠶ࡆࡘࡽ࠺ࠋᆓ㛫࠸࠺࡜ࡇࢁࡢࣛ࢖ࢺᘧ࡜࠸࠺᎘࿡࡞ゝⴥࡶ
඲ࡃṈࡢ㒊ศⓗᡭἲࡢᮎ࡟ࡘ࠸࡚ゝ࠸Ⅽࡉࢀ࡚࠸ࡿ 67)ࠖࠋ  
ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡜⿦㣭ࡢ఩⨨࡙ࡅ
 ᘓ⠏⏺ࡢホ౯ࡀ⿦㣭࡟㝈ᐃࡉࢀࡀࡕ࡞⌮⏤࡟ࡘ࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪
ࣛ࢖ࢺࡢࠕᚤጁ࡛⢭☜࡞✵㛫ឤཷᛶࠖ࡟౫ࡿ࡜ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡋ
࡚㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚࡛ࠖࡣ㸪ࡇࡢࡇ࡜࡟ࡘ࠸࡚㸪
ࡑࢀ௨ୖࡢㄝ᫂ࢆࡋ࡚࠸࡞࠸ࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ㸪ࠕᘓ⠏⨾⾡ࠖ࡟
࠾࠸࡚ࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ⣽㒊ࡸ⿦㣭࡟ࡘ࠸࡚ゝཬࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑ
ࢀࡣ㸪㐲⸨ࡀࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖ࡜࿧ࡧ㸪ࡑࢀࢆㄝ᫂ࡍࡿࡓࡵ࡟
ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡜ྡ௜ࡅࡓ㸪ᘓ⠏ࡢᵓᡂせ⣲ࡢ㛵ಀᛶ࡟ࡘ࠸࡚
ࡢグ㏙ࡢ୰࡟࠶ࡿࠋ࡞࠾㸪ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࡢሙྜ࡜㐪࠸㸪ࣛ࢖ࢺ
ࡀᘓ⠏ࡢᵓᡂせ⣲ࡢ㛵ಀᛶ࡟ࡘ࠸࡚ゝཬࡋࡓ࠿࡝࠺࠿㸪㐲⸨ࡢ
グ㏙ࢆぢࡘࡅࡿࡇ࡜ࡣฟ᮶࡞࠿ࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋ㸪㐲⸨ࡀ࠸࠺ࣛ࢖
ࢺࡢࠕ✵㛫ឤཷᛶࠖ࡜㛵ࢃࡿ࡜᥎ ࡉࢀ㸪௨ୗ࡟⪃ᐹࡋࡓ࠸ࠋ 
 㐲⸨ࡣ㸪ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖࡲࡓࡣ㸪ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡜࠸࠺⪃࠼ࢆ
ㄝ᫂ࡍࡿࡓࡵ࡟㸪༢⣧࡞ᗄఱᏛᙧែࢆ⏝࠸ࡿࡇ࡜࠿ࡽጞࡵ࡚࠸
ࡿࠋ㸦ᅗ 1㸧ࡲࡎ㸪ࡩࡓࡘࡢṇ᪉ᙧࢆ㸪ᑡࡋ㛫㝸ࢆ✵ࡅ࡚୪࡭
࡚㓄⨨ࡍࡿࠋࡑࡢ≧ែ࡛ࡣ㸪ࠕࡲࡔᘓ⠏ⓗᵓᡂࡀ࡞࠸ 68)ࠖ࡜࠸
࠺ࠋḟ࡟㐲⸨ࡣ㸪ࡩࡓࡘࡢṇ᪉ᙧࡢ㛫࡟㸪⦪㛗ࡢᑠࡉ࡞㛗᪉ᙧ
ࢆ㓄⨨ࡍࡿࠋ㸦ᅗ 1-A㸧౛࠼ࡤ㸪ࡦ࡜ࡘࡢ㛗᪉ᙧࡀࡩࡓࡘࡢṇ
᪉ᙧࡢ㝽㛫ࡢ୰ኸ࡟࠶ࡗ࡚ࡶⰋ࠸ࡋ㸪ࡩࡓࡘࡢ㛗᪉ᙧࡀ㝽㛫ࡢ
ୖୗ࡟㞳ࢀ࡚ᅾࡗ࡚ࡶⰋ࠸ࠋ࠸ࡎࢀ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪ࡑࢀࡽࡢᑠࡉ࡞
㛗᪉ᙧࡣ㸪㐲⸨ࡀࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡜ࡼࡪࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋ㸦ᅗ 1-B) 


ᅗ㸯 ᘓ⠏ⓗᵓᡂ
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ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ᙧࢆ୚࠼࡚࠸ࡃ㐣⛬࡟❧ࡕ఍ࡗࡓࠋࡑࡢࡼ࠺࡞⤒
㦂ࢆ⫼ᬒ࡟㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡢ㢮࠸⛥࡞ⱁ⾡ⓗឤ
ᛶ࡜㧗ᗘ࡞タィᡭἲ࡟ࡼࡿ࡜ᤊ࠼࡚࠸ࡓ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋ 

ⱁ⾡࡜ࡋ࡚ࡢᘓ⠏
 ࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡜ேࡢᑻᗘ
ࠕ኱ࡁ࡞సရࠖࡢ㞴ࡋࡉ
 㐲⸨ࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࢆ๰㐀ࡋ㸪୚࠼ࡿഃ࡟❧ࡘᘓ⠏ᐙ࡜ࡋ࡚㸪
㺀✵㛫ࡢ㓬㓮࿡㺁ࢆ࡝ࡢࡼ࠺࡟࡜ࡽ࠼࡚࠸ࡓࡢࡔࢁ࠺ࠋ㺀ᖇᅜ࣍
ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚㺁࡛㸪㐲⸨ࡣḟࡢࡼ࠺࡟㏙࡭ࡿࠋ 
ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ኱ࡁ࡞సရ࡛ࡍࠋ඲య࠿ࡽ㒊ศ࡬㸪㒊ศ࠿ࡽ඲
య࡬ࡢ㤳ᑿࢆ୍㈏ࡍࡿ⤫ྜ࡟᪊࠸࡚ጞࡵ࡚┿౯ࢆ࿡ࢃ࠸࠺ࡿᗏ
ࡢ኱ࡁ࡞సရ࡛ࡍࠋࡇࢀࡣᐜ᫆࡞ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ 36)ࠖࠋ  
ࠕ඲య࠿ࡽ㒊ศ࡬㸪㒊ศ࠿ࡽ඲య࡬ࡢ㤳ᑿࢆ୍㈏ࡍࡿ⤫ྜࠖࡣ㸪
ࣛ࢖ࢺࡣࡶࡕࢁࢇ㸪㐲⸨ࡶ㸪ᘓ⠏ࡢ࠶ࡿ࡭ࡁ⌮᝿࡟ࡘ࠸࡚ㄒࡿ
㝿࡟⏝࠸࡚ࡁࡓㄝ࡛᫂࠶ࡿࠋࡋ࠿ࡋ㸪ࡇࡇ࡛ࡣ㸪஺㡪᭤➨஑␒
࡜ࡢඹ㏻ᛶ࡜࠸࠺ᩥ⬦ࡢ୰࡛ࡢ࡭࡚࠸ࡿࠋ࡜ࡇࢁࡀ㸪ࠕ኱ࡁ࡞
సရࠖ࡜ࡋ࡚㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜஺㡪᭤➨஑␒࡜ࡢලయⓗ࡞ᑐẚࢆ
ࡑࢀ௨ୖ⾜࠺ࡇ࡜࡞ࡃ㸪㐲⸨ࡣ㸪ḟࡢࡼ࠺࡟ゝⴥࢆ⥆ࡅࡿࠋ 
ࠕ᫬࠶ࡗ࡚㸪⮬ศࡣே࠿ࡽࠕྩࡢ⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝࡢ᪉ࡀẼᣢࡕࡀ
Ⰻ࠸ࠖ࡞࡝࡜ゝࢃࢀࡿࡇ࡜ࡀ࠶ࡿࠋ↛ࡋ㸪⚾ࡣࡑࡢᗘẖ࡟ࠕࡑ
ࢀࡣᑠࡉ࠸࠿ࡽศࡾࡸࡍ࠸ࡢ࡛ࠋཷࡅྲྀࡾ᫆࠸ࡢ࡛ࡍࠖ࡜⟅࠼
࡞ࡀࡽ኱ࡁ࡞ࡶࡢࢆᮏᙜ࡟⧳ࡵࡿࡇ࡜ࡢᐜ࡛᫆ࡣ࡞࠸ࡇ࡜ࢆ③
ឤࡍࡿ 37)ࠖࠋ  
 ࡘࡲࡾ㸪ேࡢᚰ࡟஺㡪᭤➨஑␒ࡢࡼ࠺࡞ឤືࢆ࿧ࡧ㉳ࡇࡍࡼ
࠺࡟๰ࡽࢀࡓᘓ⠏✵㛫ࡣ㸪኱ࡁ࠸࡯࡝⌮ゎࡋ࡟ࡃࡃ㸪ࡋ࠿ࡶཷ
ࡅྲྀࡾ࡟ࡃ࠸ഴྥࡀ࠶ࡾ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡶࡑ࠺࡛࠶ࡿ㸪࡜࠸࠺ࠋ
ࡇࢀࡣ㸪ඛ࡟ࡳࡓᒣᡂࡢ✵㛫య㦂࡟ᑐᛂࡋ࡚࠸ࡿࠋ㏫࡟㸪ࡑࡢ
ࡼ࠺࡞ᘓ⠏✵㛫ࡣ㸪ᑠࡉ࠸࡯࡝㸪ࡑࡇࢆゼࢀయ㦂ࡍࡿ⪅࡟࡜ࡗ
࡚ࡣุࡾ᫆ࡃ㸪ࡑࡢព࿡࡛ཷࡅྲྀࡾ᫆ࡃ㸪ྠ᫬࡟㸪ᘓ⠏ᐙ࡟࡜
ࡗ࡚ࡣ㸪ᑠࡉ࠸࡯࡝タィࡀᐜ࡛᫆࠶ࡿ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࡢᚭᗏ࡜ࡑࡢ୙ᅾ࡬ࡢ༴᝹
 つᶍ࡟ࡘ࠸࡚㸪౛࠼ࡤᘏᗋ㠃✚ࢆẚ㍑ࡍࡿ࡜㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪
⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝࡢ࠾ࡼࡑ㸳ಸ࡛࠶ࡿ 38-40)ࠋᘓ⠏ࡢ㓬㓮࿡ࢆ⋓ᚓ
ࡍࡿ࡟࠶ࡓࡗ࡚㸪኱ࡁ࡞సရ࡯࡝ࡑࢀࡀᐜ࡛᫆ࡣ࡞࠸࡜࠸࠺ࡢ
ࡣ㸪࡝ࡢࡼ࠺࡞⌮⏤࠿ࡽ࡛࠶ࢁ࠺࠿ࠋࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ
࠸࡚࡛ࠖࡣ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࡑࡢ⌮⏤࡟ゐࢀ࡚ࡣᒃ࡞࠸ࠋࡋ࠿ࡋ㸪
ࠕᘓ⠏ㄽ 41)ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡢ௙஦ࡪࡾࢆ௨ୗࡢ
ࡼ࠺࡟ホࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕᵓ㐀࡟ࡶព໶࡟ࡶ༟ᢤ࡞ぢ㆑࡜ᢏಲ࡜ࢆᣢࡗ࡚ࡋࡓࠋࡑࡋ࡚
ఱ࡛ࡶ⮬ศ࡛ࡋࡓࠋ⚾ࡣ඲ࡃࡑࡢ㐨ල࡟࡞ࡗ࡚ാ࠸ࡓ࡟Ṇࡲࡿࠋ
42)ࠖ 
㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡢ᭱ࡶ㏆ࡃ࡛タィࢆᨭ࠼ࡓࡀ㸪ᑡ࡞ࡃ࡜ࡶᘓ
⠏ࡢつᶍࡀ኱ࡁ࠸ࡓࡵ࡟ࡑࢀࢆษࡾศࡅ࡚ศᢸࡍࡿ࡜࠸࠺ព࿡
࡛ࡢศᴗ࡛ࡣ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜ࡀఛ࠼ࡿࠋࡲࡓ㸪ࠕᘓ⠏⨾⾡ 43)ࠖ
㸦1926㸧࡟࠾࠸࡚ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺ࠿ࡽᗘࠎ⪺࠸ࡓゝⴥ࡜ࡋ࡚㸪௨
ୗࡢᵝ࡞➃ⓗ࡞グ㏙ࡀ࠶ࡿࠋ 
ࠕ኱ࡁ࠸ᘓ≀୍࡛␒㞴ࡋ࠸ࡢࡣ㸪ఱ࡜࠸࠺࡚ࡶࢫࢣ࣮ࣝࡔ 44) ࠖࠋ 
 㐲⸨࡟ࡼࡿ࡜㸪ࡇࡢሙྜࡢࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࡣ㸪ࡩࡓࡘࡢᙺ๭ࢆ
ࡶࡘࠋࡦ࡜ࡘࡣ㸪ᘓ⠏࡟ࡘ࠸࡚㸪ࠕ඲యࢆ㏻ࡌ࡚㸪ᑻᗘࡢ⤫୍
45)ࠖࢆ࠾ࡇ࡞࠺ࡇ࡜࡛࠶ࡿࠋᖇᅜ࣍ࢸ࡛ࣝࡣ㸪ࠕᅄᑻࢆᇶ‽࡜
ࡋ࡚඲యࢆ⤌ࡳ❧࡚࡚࠶ࡿࠋซ࡚ࡢ๭ࡾฟࡋࡣ㸪ࡑࡇ࠿ࡽฟ࡚
࠸ࡿࠋ46)ࠖࡘࡲࡾ㸪㸲ᑻ࡜࠸࠺ᑍἲࡀ㸪඲య࡜㒊ศࡢᑍἲࢆỴ
ࡵ࡚࠸ࡿࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࣛ࢖ࢺࡀࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ࡟ᑐࡋ࡚ཝࡋࡃ⢭☜
࡞ุ᩿ࢆࡋ࡚࠸ࡓ஦ᐇࢆ㸪ḟࡢ⏝࡟㏙࡭࡚࠸ࡿࠋ 
ࠕ㖡ᒇ᰿ࢆⵌ࠸ࡓ᫬㸪୍ᑻ㛫ࡢ⎰Წ㸪ࡑࡢ⎰Წ࡟࠶ࡿ㗬≧ࡢ้
ࡳࢆ═ࡵ࡚㸪ࠕ࠾ࢀࡣ㛫㐪ࢃ࡞࠿ࡗࡓࠖ࡜ᝋࢇ࡛࠾ࡽࢀࡓᵝࡀ
┠࡟ᾋ࠿ࡪࠋ47)ࠖ 
ࡇࡢ᫬㸪ࣛ࢖ࢺࡀ㸪࡝ࡢሙᡤࡸ㊥㞳࠿ࡽぢ࡚ࡑࡢຠᯝࢆ☜ㄆ
ࡋࡓ࠿ࡣ᫂グࡉࢀ࡚࠸࡞࠸ࠋࡋ࠿ࡋ㸪࠸ࡎࢀ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪ࣛ࢖ࢺ
ࡣ㸪ࠕྛ㒊ࡢ⿦㣭ࡢᮎ࡟⮳ࡿࡲ࡛㸪ࡑࡢ↢⎰ቨ࡟࠶ࡿ┠ᆅࡢᖜ
༙ᑍࢆᛀࢀ࡞࠿ࡗࡓ 48)ࠖࠋ ࡜㐲⸨ࡣグ㏙ࡋ࡚࠸ࡿࠋ4 ᑻࢆᇶ‽
࡜ࡋࡓᑻᗘࡢ⤫୍ࡣ㸪ࡇࡢࡼ࠺࡟⣽㒊࡟⮳ࡿ┠㓄ࡾ࡜ุ᩿࡟ࡼ
ࡿ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋඛ࡟࠶ࡆࡓ㸪ࠕ඲య࠿ࡽ㒊ศ࡬㸪㒊ศ࠿ࡽ
඲య࡬ࡢ㤳ᑿࢆ୍㈏ࡍࡿ⤫ྜࠖ࡟࿧ᛂࡍࡿ⟠ᡤ࡛࠶ࡿࠋࡑࡋ࡚㸪
ᑻᗘࡢ⤫୍ࡢࡇࡢࡼ࠺࡞ᚭᗏࡣ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏࡟ࠕ㡢ᴦࡢ
సရ࡟࠶ࡿᢿᏊ࡟ẚࡍࡿ⢭☜ࡉࡀධࡗ࡚࠸ࡿ 49)ࠖࠋ ࡜࠸࠺ࡇ࡜
࡞ࡢࡔ࡜࠸࠺ࠋඛ࡟ࡳࡓ㸪➨஑ࢩࣥࣇ࢛ࢽ࣮ࡢᤄヰ࡟࠾ࡅࡿ㡢
ᴦࡢᬯ႘࡟ࡶ࿧ᛂࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 ࡩࡓࡘࡵࡣ㸪ᑻᗘࡀࠕேࡢయ࡟ྜࢃࡏ࡚࠶ࡿ 50)ࠖࡇ࡜ࡔ࡜
࠸࠺ࠋࡋ࠿ࡶ㸪ࡑࢀࡣ㸪ࡦ࡜ࡘࡵࡢᑻᗘࡢ⤫୍ࡼࡾࡶࠕ᭦࡟኱
ษ࡞ࡇ࡜ 51)ࠖࡔ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋࡘࡲࡾ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪ᘓ
⠏ࡢᮦᩱ࡛ࡣ࡞ࡃ㸪ேࡢయ࡟ྜࢃࡏ࡚ᑻᗘࢆỴᐃࡋ࡚࠸ࡿࡢ࡛
࠶ࡿࠋࡑࢀࡣ㸪ࡍ࡭࡚ࡢᑍἲࢆᑻᗘ࡟ࡼࡗ࡚⤫୍ⓗ࡟ᢅ࠺ࡇ࡜
௨ୖ࡟㔜せࡔ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋࡑࡢ⤖ᯝ㸪ࠕ࡝ࡇ࡛ࡶேࡀᒃࡿ
࡜㸪ࡑࡢே≀ࡀ┤ࡕ࡟ᘓ≀ࡢ୰࡟⁐ࡅ୍࡚ࡘ࡟࡞ࡿ 52)ࠖࠋ ᘓ⠏
✵㛫࡟࠸ࡿேࢆぢ࡚ࡑ࠺ឤࡌࡿࡢ࠿㸪ࡑࡇ࡟࠸ࡿ⮬ࡽࡀ⮬ࡎ࡜
ឤࡌࡿࡢ࠿࡟ࡘ࠸࡚㸪≉࡟㐲⸨ࡢゝཬࡣ࡞࠸ࠋ࠸ࡎࢀ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪
ே࡟ྜࢃࡏࡓᑻᗘ࡛ᘓ⠏ࡢᑍἲࢆ⤫୍ࡍࡿ஦࡛㸪ே࡜ᘓ⠏ࡀ୍
య࡜ࡋ࡚ឤࡌࡽࢀࡿࡼ࠺࡞ຠᯝࢆᚓࡿ࡜࠸࠺ࠋࡑࢀࡣࡲࡓ㸪ᖇ
ᅜ࣍ࢸࣝࡢሙྜࡣ㸪ࠕఱ࡜࡞ࡋ࡟ேࢆᘬࡁࡘࡅ㸪ᢪࡁࡼࡏࡿᵝ
࡞ᚰᣢࡕ 53)ࠖ࡜ࡋ࡚ᐇឤࡉࢀࡿ࡜࠸࠺ࡢ࡛࠶ࡿࠋඛ࡟ࡳࡓ㸪
ᒣᡂࡢ࠸࠺ࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖ࡟ࡘ࠸࡚㸪ࡉࡽ࡟ලయⓗ࡟ㄒࡗ࡚
࠸ࡿ࡜࠸࠼ࡼ࠺ࠋ 
 㐲⸨ࡀ࠸࠺ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ࡜ࡣ㸪ே㛫ࡢయࡢᑻᗘ࡟ྜࢃࡏ࡚㸪
㒊ศ࡜඲యࡢᑍἲࢆᚭᗏࡋ࡚⤫୍ࡍࡿࡇ࡜࡛࠶ࡿࠋ㐲⸨ࡣ㸪
ࠕᡤࠎ࡛㸪㠃ⓑ࠸ព໶ࡸ㸪⿦㣭ࢆࡘࡅࡿ఩ࡢࡇ࡜ࡣ㸪ჾ⏝࡞ே
࡞ࡽࡸࢀࡿࠋ54)ࠖ࡜ከᵝ࡞సἲࡢᏑᅾࢆど㔝࡟ධࢀ࡚࠸ࡿࠋࡋ
࠿ࡋ㸪ⱁ⾡࡜ࡋ࡚ࡢᘓ⠏ࡀ㸪ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖࢆ⋓ᚓࡍࡿࡓࡵ
࡟ࡣ㸪ሙ㠃ࡈ࡜㸪࠶ࡿ࠸ࡣ㒊ศࡈ࡜࡟ព໶ࢆᕤኵࡍࡿࡢ࡛ࡣ࡞
ࡃ㸪ࡍ࡭࡚ࡢᑻᗘࢆ඲య࡜ࡋ࡚⤫୍ࡋ࡞ࡅࢀࡤ࡞ࡽ࡞࠸࡜࠸࠺
ࡢࡀ㐲⸨ࡢ୺ᙇࡔ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋࡑࡢ⤫୍ࡀ㸪ே㛫ࡢᑻᗘ࠿ࡽ
ጞࡲࡿⅬ࡛㸪ᘓ⠏ࡢつᶍࡀ኱ࡁࡃ࡞ࡿ࡯࡝㸪タィ࡟࠾ࡅࡿᚰ౑
࠸ࢆ୍ᒙᚲせ࡜ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋࠕࢫࢣ࣮
ࣝࠖࡣ㸪ࡑࡢព࿡࡛㸪ࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡯࡝㸪㞴ࡋ࠸࡜࠸࠺ࡇ࡜
࡛࠶ࢁ࠺ࠋࡲࡓ㸪ḟ➨࡟ឤࡌࡽࢀࡿࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖ࡟ᑐࡋ࡚㸪
ࠕᘓ≀ࡢ୰࡟⁐ࡅ୍࡚ࡘ࡟࡞ࡿࠖࡼ࠺࡞୍యឤ࡟࠾࠸࡚ᑐᛂࡋ
࡚࠸ࡿࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ㸪ࠕ࡞ࢇࡔ࠿ጁ࡞ 㸪ࠖࠕཷࡅྲྀࡾ࡟ࡃ࠸ࠖ
 
༳㇟ࢆㄝ᫂ࡍࡿࡶࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࠋ 
 ࠕᘓ⠏⨾⾡ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ
࡜ࡋ࡚ࡍ࡛࡟ᮌ๭ࡾࡀ࠶ࡾ㸪ྂ௦ࢠࣜࢩ࣭࣮࣐ࣕࣟࡢ࣮࢜ࢲ࣮
ࡶࡑࢀ࡟ᑐᛂࡍࡿ࡜ㄆࡵ࡚࠸ࡿ 55)ࠋࡋ࠿ࡋ㸪ࡑࡢࡼ࠺࡞ఏ⤫
ࡀ࠶ࡿ࡟ࡶ㛵ࢃࡽࡎ㸪ࢫࢣ࣮ࣝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ᐇ㊶ࡢᅔ㞴ࡘ࠸࡚
ࡼࡾࡶ㸪ࡴࡋࢁᐜ᫆࡟ᛀࢀཤࡽࢀ࡚࠸ࡿ⌧ᐇࢆ༴᝹ࡋ࡚࠸ࡿࡢ
࡛࠶ࡿࠋ౛࠼ࡤ㸪ࠕ኱ࡁ࠸ᘓ⠏ࡀᑠࡉ࠸ᘓ⠏࡟ᑐࡋ࡚㸪⹸║㙾
࡛ࡳࡓᵝ࡟ᘬࡁᘏࡤࡋࡓࡶࡢ 56)ࠖ࡜ࡋ࡚タィࡉࢀࡓ࡞ࡽ㸪ఱ
ࡀ㉳ࡇࡿ࠿࡟ὀពࢆಁࡍࠋ㐲⸨ࡣ㸪ࡑࡢᘓ⠏ࡣࠕᐇ㝿ࡢ኱ࡁࡉ
ࡼࡾᑠࡉࡃࡳ࠼ࡿ 57)ࠖ࡜࠸࠺ࠋࡇࡢሙྜࡢࠕᑠࡉࡃࡳ࠼ࡿࠖ
࡜࠸࠺ࡇ࡜⮬య࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪ࡑࢀ௨ୖࡢグ㏙ࡀ࡞࠸ࠋ࠸ࡎࢀ࡟
ࡋ࡚ࡶ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࡑࢀࡣ㸪༢࡟኱ࡁࡃᘬࡁᘏࡤࡋࡓࡔࡅ࡛࠶ࡿ
ࡇ࡜࡟ཎᅉࡀ࠶ࡿ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋᘬࡁᘏࡤࡋࡓศ㸪ᘓ⠏ࡀே㛫
ࡢᑻᗘࢆኻࡗ࡚ࡋࡲ࠺ࡇ࡜ࡣ☜࠿࡛࠶ࡿࠋࡘࡲࡾ㸪ேࡣ⮬ᕫࡢ
኱ࡁࡉࢆᇶ‽࡟ࡋ࡚㸪┦ᑐⓗ࣭┤ឤⓗ࡟ᘓ⠏ࡢ኱ࡁࡉࢆ▱ࡿᡭ
᥃࠿ࡾࢆኻࡗࡓ≧ែ࡟࡞ࡿࡢࡔࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪ேࡣᘓ⠏ࡢ኱ࡁ
ࡉࢆᐇឤࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ࡞࠸࡜࠸࠺ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋ 
 ࡑࢀࢆ㐲⸨ࡣ㸪ࠕࣉ࣏࣮ࣟࢩ࡛ࣙࣥᚓࡓᡤࢆࢫࢣ࣮࡛ࣝኻࡗ
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また，「第三のもの」は，「第一のものにも第二のものにも属
さない 69)」とも述べている。また，「第三のもの」を配置して，
「第一のもの」と「第二のもの」は，「初めて建築的な構成に
なって来た 70)」という。この「第三のもの」の存在によって，
「物理的な併存でなしに，真の構成が始まる。―そして建築に
なる。71)」というのである。建築の芸術性に関わることが伺え，
注目される。同時に，その事例を，建築や家具だけでなく，人
の横顔，電信柱，手水鉢，ボートなど，生活の環境全般を構成
するものから取り上げている。いわゆる建築の中には，真の建
築でないものもあり，逆に，建築でなくとても「建築的構成」
をもつものがある，と遠藤は捉えているのである。 
 また，遠藤は，「建築的構成」を持つ建築の事例として，特
に日本建築について記述の多くを割いている。例えば，法隆寺
五重塔については，「屋根と屋根（第一のもの）との間に細き
塔身（第二のもの），そしてその塔身と屋根の間にある高欄
（第三のもの）72)」を読み取る。また，「第三のもの」は，建
築史上名高い建築だけでなく，「田舎の藁屋，町の店屋，街道
筋の掛け茶屋，―至る所に見いだされて，我々が，漫然と「趣
き」といい「風情」といひなすもの 73)」を醸し出していると
いう。そして，「貝殻を伏せた様な田舎の藁屋根，それが，大
地に対し，障子，柱，壁等を第三のものとして，我らの目に映
ずる時，建築的に無限の味を帯びてくる。74)」 
 「趣き」，「風情」，「無限の味」などは，先にみた山成の「建
築の味」に呼応する部分である。そのような「味」を醸し出す，
「建築的構成」は，「第三のもの」の存在から始まるという意
味で，「第三のもの」は不可欠であるということである。 
 また，日本建築の事例では，全体と部分の関係のなかで，あ
る場合は，「第三のもの」であるものが，別の場合には，「第一
のもの」や，「第二のもの」になっている。例えば，屋根（第
一のもの）と大地（第二のもの）の間の柱（第三のもの）75)の
関係と，軒（第一のもの）と柱（第二のもの）の間の枡組（第
三のもの）76)の関係とは，柱という構成要素において重なって
いる。この場合，柱は，「第三のもの」であると同時に，「第二
のもの」でもある。このような関係性が，建築の局部まで維持
されるなら，「第三のもの」は，建築の構成要素の関係性の結
節点として，複雑な系の要となっていくことを示唆していると
思う。 
 「建築美術」の中で，遠藤は，帝国ホテルについては，日本
建築に対する様な全体構成についての読み取りをおこなっては
いない。しかしながら，ライトの傑作として，当然，「建築的
構成」をもつと捉えていたと思う。帝国ホテルに関しては，遠
藤が事例としてあげるのは，大食堂とプロムナードである。そ
して，これらに関して，次のように述べている。 
「これをみれば，ライト氏が，第三のものをいかに自由に駆使
していたかが判る 77)。」 
 大食堂とプロムナードは，ライトによる特徴的な装飾で覆わ
れ，帝国ホテルの装飾性を印象づける建築空間である。しかし，
遠藤の記述には，どのようにライトが｢第三のもの｣を「自由に
駆使した」かについての説明は無い。 
 一方，装飾については，以下のような記述がある。 
「第一のものにおいてせず，第二のものにおいてせず，第三の
ものにおいてするは，装飾の賢き要約である 78)。」 
 これらを考え合わせると，まず，遠藤は，帝国ホテルの装飾
を，建築の全体から部分までの「建築的構成」の中に位置づけ
ていると考えられる。したがって，装飾においても，「第三の
もの」が，別の関係では「第一のもの」，「第二のもの」となる
ような関係性をもっていると捉えているのではないだろうか。 
 そこで，遠藤に倣って，大食堂の装飾について「建築的構
成」の読み取りを試みてみる。（図 2）大食堂の列柱の各柱
（第一のもの）が梁（第二のもの）を支え直角に交わる部分に
は，その直角に併せた 3 角形の装飾（第三のもの）がはめ込ま
れる。（図 2-A）次に，翼の様な直角三角形の装飾（第一のも
の）が，柱（第二のもの）と接する所には，小さな幾何学形態
の装飾（第三のもの）が垂直に連続している。（図 2-B）この
ようにして，装飾の局部に至るまでの「建築的構成」の系読み
取りをおこなうことは，それがライトの意図かどうかはともか
く，可能ではないかと思う。 
 一方，大食堂の柱は，三角形の装飾をもつ面と隣り合った面
に，四角形を基本とした装飾を配置しておる。そこにも同様に
「建築的構成」の読み取りが可能であろう。（図 2-C,D）さら
に，それら二つの系は，隣り合っているので，相互に「建築的
構成」をなす可能性がある。その意味で，食堂の柱の装飾は，
複雑な「建築的構成」を持っているといえる。しかも，「大き
な作品」の一部分としての内部空間の，さらに一本の柱につい
て認められるものである。 
 遠藤からみたライトは，そのような複雑な系をなす「建築的
構成」を，全体として構想し，細部に至るまでの形態を与えて
いた。それが，「第三のものを自由に駆使していた」と遠藤が
表現した内容ではないかと思う。それは，実際の設計において
は，先にみた「スケール」に即した判断としておこなわれる。
それは，「音楽の拍子」のような尺度の統一と並行している。
その点で，作曲のような設計過程であると言い換えることがで
きるかもしれない。そのような過程では，「第一のもの」，「第
二のもの」，「第三のもの」を設定する際の選択肢は，部分に至 
 
 
図 2 帝国ホテルの大食堂の柱の建築的構成 
 
るほど増殖していくだろう。その判断や決断の繰り返しには，
建築家として相応の力量が求められよう。それを可能にしてい
るのは，ひとつには，「音楽家の音におけるがごとく微妙で精
確である」ような，ライトの「鋭敏なる空間感受性」だと，遠
藤は捉えていたのではないだろうか。 
(3)煉瓦壁の効果と背景 
 「建築的構成」は，それを通じて対象を観察する時，「色々
の美を―又は，美の理由を発見する 79)」ことができるという。
したがって，建築家は，「材料を用いるに当たって，その一つ
一つにその（建築的構成の）意識を働かすことが大切である
80)」という。そして，帝国ホテルの細部について，煉瓦壁をあ
げている。目地は，先の「スケール」では，「煉瓦壁にある目
地の幅半寸を忘れなかった」として，ライトが注意を払った部
分である。「建築的構成」によって，煉瓦壁は，以下の効果を
得ているという。 
「帝国ホテルの煉瓦壁をみると，そこには彫刻でいう肉づけが
ある。何ともいえない味がそこに出て来る，材料も仕事も生き
て来る 81)。」 
「何ともいえない味」と遠藤がいう特質は，やはり，山成の
「建築の味」と呼応する点で注目される。帝国ホテルの煉瓦壁
では，「建築的構成」によって，素材としての煉瓦や，それを
積む職人の技が生き，それが「何ともいえない味」を出してい
るというのである。 
 遠藤自身は，煉瓦と目地の関係について，自らは説明をおこ
なっていない。しかし，帝国ホテルの煉瓦壁の写真を掲載して
いる。（図 3）そこで，大食堂の装飾と同様に，煉瓦壁につい
ても，「建築的構成」を読み取ってみたい。煉瓦（第一のも
の）と煉瓦（第二のもの）の間にある縦目地（第三のもの）に
ついては，幅を細くしてモルタルで埋める。それによって水平
の関係を強めた煉瓦（第一のも）と煉瓦（第二のもの）の間の
横目地（第三のもの）は，縦目地よりも間隔を広くとり，深く
している。煉瓦と目地については，このような読み取りが可能
ではないかと思う。 
 遠藤は，煉瓦壁については，「建築的構成」を持たない在来
の煉瓦目地をもつものを取り上げている。そして，帝国ホテル 
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の煉瓦壁と，在来の煉瓦壁（図 4）とを比較対照しているので
ある。 
 「建築的構成」を持たない煉瓦壁は，次のような方向に向か
うという。 
「目地を盛り上げて色々化粧する。仕事は増々丁寧になっても，
それだけ構成意識からはなれる。そして壁面が堅い薄い平面に
なる 82)。」 
 在来の煉瓦目地は，帝国ホテルの目地と違って，縦目地も横
目地も幅が同じである。その目地だけに着目してそこに変化を
付けようとしているというのである。結果として厚いはずの壁
面は薄く感じられ，柔らかな感じに向かわずに堅さを持ってし
まうという。職人がその技を駆使しても，結果として帝国ホテ
ルの煉瓦壁のもつ「何ともいえない味」は得られないというの
である。 
(4)「絵画的効果」の追求と「第三のもの」の不在 
 遠藤は，在来の煉瓦壁の事例として，「東京駅の様な 83)」と
具体的な名称をあげている。東京駅（1914）は，辰野金吾
（1854-1919）の設計による。竣工以来，帝都東京の表玄関と
しての役割を果たし，その意味で日本を代表する建築である。
西洋の折衷主義に倣い近代日本の様式建築（以下様式建築）を
代表する建築でもある。その東京駅は，東京帝国大学を卒業し
たばかりの遠藤が，「東京停車場と感想 84)」（1914）として，
新聞紙上で批判した対象であった。遠藤が「建築美術」を発表
した 1926（昭和 1）年，建築界の重鎮は，佐野利器（1880-
1956）であった。しかし，「東京停車場と感想」を発表したこ
ろ，建築界で佐野の位置に君臨したのは東京駅の設計者である
辰野であった。遠藤の東京駅批判については，機会を改めて考
察したい。 
 遠藤は，「建築的構成」を説明する際に，最初に示したふた
つの正方形を並べただけの状態を，「まだ建築的構成がない」
状態としていた。さらに，次のようにも述べる。 
「この二つの各々にどんな模様をつけても，それはまだ建築的
ではない 85)。」 
「西洋式の建築（様式建築）は，一面の壁を押し立てるが如く，
そこに第三のものの準備がない。そこで何かと工夫し，何かと
細工し，何かと技巧する。建築的要素から離れて，図面の上で
の絵画的効果に走る。86)」 
これらの記述から，正方形の面を「一面の壁」に置き換える
と，遠藤が，様式建築を，「建築的構成」をもたず，「絵画的効
果」を追求する存在とみなしていることがわかる。 
 つまり，遠藤は，当時の様式建築を，「建築的構成」を持た
ず，遠藤が欠くべからざるものと考えた「第三のもの」を持た 
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また，「第三のもの」は，「第一のものにも第二のものにも属
さない 69)」とも述べている。また，「第三のもの」を配置して，
「第一のもの」と「第二のもの」は，「初めて建築的な構成に
なって来た 70)」という。この「第三のもの」の存在によって，
「物理的な併存でなしに，真の構成が始まる。―そして建築に
なる。71)」というのである。建築の芸術性に関わることが伺え，
注目される。同時に，その事例を，建築や家具だけでなく，人
の横顔，電信柱，手水鉢，ボートなど，生活の環境全般を構成
するものから取り上げている。いわゆる建築の中には，真の建
築でないものもあり，逆に，建築でなくとても「建築的構成」
をもつものがある，と遠藤は捉えているのである。 
 また，遠藤は，「建築的構成」を持つ建築の事例として，特
に日本建築について記述の多くを割いている。例えば，法隆寺
五重塔については，「屋根と屋根（第一のもの）との間に細き
塔身（第二のもの），そしてその塔身と屋根の間にある高欄
（第三のもの）72)」を読み取る。また，「第三のもの」は，建
築史上名高い建築だけでなく，「田舎の藁屋，町の店屋，街道
筋の掛け茶屋，―至る所に見いだされて，我々が，漫然と「趣
き」といい「風情」といひなすもの 73)」を醸し出していると
いう。そして，「貝殻を伏せた様な田舎の藁屋根，それが，大
地に対し，障子，柱，壁等を第三のものとして，我らの目に映
ずる時，建築的に無限の味を帯びてくる。74)」 
 「趣き」，「風情」，「無限の味」などは，先にみた山成の「建
築の味」に呼応する部分である。そのような「味」を醸し出す，
「建築的構成」は，「第三のもの」の存在から始まるという意
味で，「第三のもの」は不可欠であるということである。 
 また，日本建築の事例では，全体と部分の関係のなかで，あ
る場合は，「第三のもの」であるものが，別の場合には，「第一
のもの」や，「第二のもの」になっている。例えば，屋根（第
一のもの）と大地（第二のもの）の間の柱（第三のもの）75)の
関係と，軒（第一のもの）と柱（第二のもの）の間の枡組（第
三のもの）76)の関係とは，柱という構成要素において重なって
いる。この場合，柱は，「第三のもの」であると同時に，「第二
のもの」でもある。このような関係性が，建築の局部まで維持
されるなら，「第三のもの」は，建築の構成要素の関係性の結
節点として，複雑な系の要となっていくことを示唆していると
思う。 
 「建築美術」の中で，遠藤は，帝国ホテルについては，日本
建築に対する様な全体構成についての読み取りをおこなっては
いない。しかしながら，ライトの傑作として，当然，「建築的
構成」をもつと捉えていたと思う。帝国ホテルに関しては，遠
藤が事例としてあげるのは，大食堂とプロムナードである。そ
して，これらに関して，次のように述べている。 
「これをみれば，ライト氏が，第三のものをいかに自由に駆使
していたかが判る 77)。」 
 大食堂とプロムナードは，ライトによる特徴的な装飾で覆わ
れ，帝国ホテルの装飾性を印象づける建築空間である。しかし，
遠藤の記述には，どのようにライトが｢第三のもの｣を「自由に
駆使した」かについての説明は無い。 
 一方，装飾については，以下のような記述がある。 
「第一のものにおいてせず，第二のものにおいてせず，第三の
ものにおいてするは，装飾の賢き要約である 78)。」 
 これらを考え合わせると，まず，遠藤は，帝国ホテルの装飾
を，建築の全体から部分までの「建築的構成」の中に位置づけ
ていると考えられる。したがって，装飾においても，「第三の
もの」が，別の関係では「第一のもの」，「第二のもの」となる
ような関係性をもっていると捉えているのではないだろうか。 
 そこで，遠藤に倣って，大食堂の装飾について「建築的構
成」の読み取りを試みてみる。（図 2）大食堂の列柱の各柱
（第一のもの）が梁（第二のもの）を支え直角に交わる部分に
は，その直角に併せた 3 角形の装飾（第三のもの）がはめ込ま
れる。（図 2-A）次に，翼の様な直角三角形の装飾（第一のも
の）が，柱（第二のもの）と接する所には，小さな幾何学形態
の装飾（第三のもの）が垂直に連続している。（図 2-B）この
ようにして，装飾の局部に至るまでの「建築的構成」の系読み
取りをおこなうことは，それがライトの意図かどうかはともか
く，可能ではないかと思う。 
 一方，大食堂の柱は，三角形の装飾をもつ面と隣り合った面
に，四角形を基本とした装飾を配置しておる。そこにも同様に
「建築的構成」の読み取りが可能であろう。（図 2-C,D）さら
に，それら二つの系は，隣り合っているので，相互に「建築的
構成」をなす可能性がある。その意味で，食堂の柱の装飾は，
複雑な「建築的構成」を持っているといえる。しかも，「大き
な作品」の一部分としての内部空間の，さらに一本の柱につい
て認められるものである。 
 遠藤からみたライトは，そのような複雑な系をなす「建築的
構成」を，全体として構想し，細部に至るまでの形態を与えて
いた。それが，「第三のものを自由に駆使していた」と遠藤が
表現した内容ではないかと思う。それは，実際の設計において
は，先にみた「スケール」に即した判断としておこなわれる。
それは，「音楽の拍子」のような尺度の統一と並行している。
その点で，作曲のような設計過程であると言い換えることがで
きるかもしれない。そのような過程では，「第一のもの」，「第
二のもの」，「第三のもの」を設定する際の選択肢は，部分に至 
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の煉瓦壁と，在来の煉瓦壁（図 4）とを比較対照しているので
ある。 
 「建築的構成」を持たない煉瓦壁は，次のような方向に向か
うという。 
「目地を盛り上げて色々化粧する。仕事は増々丁寧になっても，
それだけ構成意識からはなれる。そして壁面が堅い薄い平面に
なる 82)。」 
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ルの煉瓦壁のもつ「何ともいえない味」は得られないというの
である。 
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⠏඲యࢆ㈏ࡃࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖࢆ㸪ᵝᘧᘓ⠏࡟ࡣ㸪ࡑࡢᘓ⠏඲య
ࢆ㈏ࡃࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡢ㏣ồࢆࡳ࡚࠸ࡿࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋ 
ࡲࡓ㸪ࡑࡢࡼ࠺࡞ᘓ⠏඲య࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⪃࠼᪉ࡢ㐪࠸ࢆ㸪↢⎰
ࡢ┠ᆅࡔࡅ࡛࡞ࡃ㸪⣽㒊ࡘࡲࡾ㸪⿦㣭ࡢ⫼ᚋ࡟ࡶࡳ࡚࠸ࡿ࡜࠸
࠼ࡼ࠺ࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪ᘓ⠏⏺ࡀ㸪ᵝᘧᘓ⠏ⓗ࡞ࡶࡢࡢぢ᪉ࡢࡳ
ࢆࡶࡘ࡞ࡽ㸪ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡢ㏣ồ࡜࠸࠺どⅬ㸪ࡘࡲࡾ㸪㐲⸨
ࡀ࠸࠺ࠕᢏᕦ 㸪ࠖࠕᕤኵ 㸪ࠖࠕ⣽ᕤࠖࡢ⠊ᅖ࡛ᖇᅜ࣍ࢸࣝࢆホ౯ࡍ
ࡿࡇ࡜࡟࡞ࡿࡔࢁ࠺ࠋ 
 ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡀ❹ᕤࡋ࡚ 13 ᖺᚋ㸪ࠗ ᘓ⠏⨾⾡࠘ࢆⓎ⾲ࡋ࡚ 10
ᖺᚋ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪ᘓ⠏
⏺ࡢホ౯ࡀࠕ㒊ศⓗᡭἲࡢᮎ࡟ࡘ࠸࡚ゝ࠸Ⅽࡉࢀ࡚࠸ࡿࠖ࡜ᣦ
᦬ࡋࡓࠋࡑࡢ⫼ᬒ࡟㸪౫↛࡜ࡋ࡚㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜᪥ᮏࡢᵝᘧᘓ
⠏ࡢࡑࢀࡒࢀࢆ㈏ࡃ᰿ᮏⓗ࡞⪃࠼᪉ࡢ㐪࠸㸪ࡘࡲࡾ㸪ࠕᘓ⠏ⓗ
ᵓᡂࠖ࡜ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖ࡜࠸࠺⪃࠼᪉ࡢ㐪࠸ࡀᏑᅾࡍࡿ࡜⪃࠼
࡚࠸ࡓࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋ㐲⸨࡟࡜ࡗ࡚ࡣ㸪୧⪅ࡢ㐪࠸ࡣ㸪
㐲⸨ࡀࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡜࿧ࡪ㛵ಀᛶ࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⪃࠼ࢆ㑅ᢥࡍࡿ
࠿ྰ࠿ࢆዎᶵ࡜ࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮ࠺ࠋྠ᫬࡟㸪㐲⸨ࡀ࠸࠺ࠕ➨୕ࡢ
ࡶࡢࠖࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࡀ㸪ࠕఱ࡜ࡶ࠸࠼࡞࠸࿡ 㸪ࠖࠕ↓㝈ࡢ࿡ 㸪ࠖ
ࠕ㊃ࡁ 㸪ࠖࠕ㢼᝟ 㸪ࠖࠕ⨾ࡋࡉࠖ࡞࡝ࡢ≉㉁ࢆᚓࡿዎᶵ࡛ࡶ࠶ࢁ࠺ࠋ 
 
⤖ࡧ
 㐲⸨ࡀ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ࡘ࠸࡚ࠖࢆグ㏙ࡍࡿ࡟⮳ࡗࡓ
ࡢࡣ㸪⮬ศ௨እ࡟ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏࡜ࡋ࡚ࡢ౯್ࢆㄝ࡛᫂ࡁࡿ
ࡶࡢࡀ࠸࡞࠸࡜࠸࠺㸪౑࿨ឤ࠿ࡽࡔ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋ㐲⸨࡟࡜ࡗ࡚㸪
ࡑࢀࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࡢⱁ⾡ⓗ౯್࡛࠶ࡾ㸪௚ࢆࡶࡗ࡚௦࠼ࡿࡇ࡜
ࡀฟ᮶࡞࠸౯್࡛࠶ࡗࡓࠋ  
 ࡑࡢࡼ࠺࡞ᘓ⠏✵㛫ࡀᣢࡘ≉㉁࡟㸪㐲⸨ࡣࠕᘓ⠏✵㛫ࡢ㓬㓮
࿡ࠖ࡜ྡ࡙ࡅࡓࠋࡑࢀࡣ㸪᏶ᡂᙜึࡣከᑡࡢ㐪࿴ឤࡀ࠶ࡗࡓࡶ
ࡢࡢ㸪ࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖ࡜ࡋ࡚ឤࡌࡽࢀ㸪ࠕẁࠎ࡜඼ࡢࡼࡉࡀุ
ࡗ࡚᮶ࡿࡼ࠺࡟ࠖᛮࢃࢀ㸪ࠕᘓ⠏ࡢ࿡ࠖ࡜ࡋ࡚㸪ゼࢀࡿே࡟ศ
࠿ࡕྜࢃࢀࡘࡘ࠶ࡗࡓࠋ୍᪉㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪࠿ࡘ࡚ࣛ࢖ࢺ࡟
ࡼࡗ࡚㸪ࠕ➨஑ࢩࣥࣇ࢛ࢽ࣮ࡼࡾ୍ẁࡢປసࠖ࡜ㄒࡽࢀࡓࡶࡢ
࡛࠶ࡾ㸪㐲⸨⮬㌟ࡀࠕᐜ᫆࡞ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ 㸪ࠖࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡜
࿧ࢇࡔࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
 ࡑࢀࡽࢆᐇ⌧ࡋࡓ᪉ἲ࡜ࡋ࡚㸪㐲⸨ࡀ࠶ࡆࡿࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ࡜
ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖ࡟ࡘ࠸࡚⪃ᐹࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ๓⪅ࡣ㸪ேࡢ኱ࡁ
ࡉࢆᑻᗘ࡜ࡋ࡚ᘓ⠏ࡢᑍἲࢆỴࡵࡿࡇ࡜㸪ᚋ⪅ࡣ㸪ࠕ➨୕ࡢࡶ
ࡢࠖ࡟ࡼࡗ࡚㸪஧ࡘࡢᘓ⠏ⓗせ⣲ࢆ㛵ಀ࡙ࡅࡿࡇ࡜ࢆᇶᮏ࡜ࡍ
ࡿࠋࡑࢀࡒࢀ࡟ࡼࡗ࡚㸪ࠕఱ࡜࡞ࡋ࡟ேࢆᘬࡁࡘࡅ㸪ᢪࡁࡼࡏ
ࡿᵝ࡞ᚰᣢࡕࠖࡸ㸪ࠕ↓㝈ࡢ࿡ࠖࢆᚓ࡚࠸ࡿ࡜ࡢ࡭࡚࠸ࡿࠋ୍
᪉㸪ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࢆ⪃៖ࡋ࡞࠸ᘓ⠏ࡣ㸪኱ࡁࡉࢆᐇឤ࡛ࡁ࡞࠸
࡜࠸࠺ࠋࡲࡓ㸪ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖࢆࡶࡓ࡞࠸ᘓ⠏ࡣ㸪ࡓ࡜࠼↢⎰
ቨࡦ࡜ࡘ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪ࠕⷧࡃ࡚ሀ࠸ࠖ༳㇟ࢆ୚࠼ࡿ࡜࠸࠺ࠋ 
≉࡟㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖࢆㄝ᫂ࡍࡿ㝿࡟㸪ࠕ⤮⏬ⓗຠ
ᯝࠖ࡜ẚ㍑ᑐ↷ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡢẚ㍑࡟࠾࠸࡚㸪ⱁ⾡࡜ࡋ࡚ࡢᘓ
⠏࡬ࡢ㐲⸨ࡢ㛵ᚰࡣ㸪㡢ᴦࡼࡾࡶࡴࡋࢁ⤮⏬࡜ࡢᑐẚ࡟㔜Ⅼࡀ
࠶ࡿࡇ࡜ࡀఛ࠼ࡿࠋࡑࡢࡼ࠺࡞ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡣ㸪ᙜ᫬ࡢᵝᘧ
ᘓ⠏ࡢ⫼ᚋ࡟㐲⸨ࡀࡳ࡚࠸ࡓ⪃࠼᪉࡛࠶ࡗࡓࠋྠ᫬࡟㸪ᙜ᫬ࡢ
ᘓ⠏⏺࡟ᑐࡋ࡚㸪ࡑࡢ⫼ᚋ࡟ࡳ࡚࠸ࡓ⪃࠼᪉ࡔ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋᘓ
⠏࡜⤮⏬࡜ࡢ㛵ಀ࡟ࡘ࠸࡚㸪௒ᚋࡉࡽ࡟㸪㐲⸨ࡢ⪃࠼ࢆ⪃ᐹࡋ
ࡓ࠸ࠋ≉࡟㸪㐲⸨ࡀ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏✵㛫ࡢ≉㉁࡜ࡋ࡚㸪
ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡜ඹ࡟࠶ࡆ࡚࠸ࡿࠕᘓ⠏ᮏ᮶ࡢ❧యᛶࠖࢆ⪃
ᐹࡍࡿ㝿ࡢㄢ㢟࡛ࡶ࠶ࡿࠋ 
 
ὀ࠾ࡼࡧཧ⪃ᩥ⊩
1) 㐲⸨᪂, ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚, ᘓ⠏▱㆑㸪1936.8㸪p.35-39 
  ୖグࡣ㸪௨ୗࡢᩥ⊩࡟ࡶ཰㘓ࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋ㐲⸨ࡢ୺せ࡞グ㏙ࢆⓎ⾲
ᙜ᫬ࡢᙧᘧࡢࡲࡲ⦅㞟ࡋ࡚࠸ࡿࠋ16)ࡣ㸪Ⓨ⾲ᙜ᫬ࡢᙧᘧ࡜ࡣ␗࡞ࡿ
ࡓࡵ㸪ᮏ✏࡛ࡣ㸪ేࡏ࡚ཧ↷ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
  ෆ⏣㟷ⶶ㸦⦅㸧, ఫᏯᘓ⠏ᩥ⊩㞟ᡂ ➨7ᕳ 㐲⸨᪂ ᪂⪺㞧ㄅ࣭グ஦
㞟ᡂ, ᯽᭩ᡣ, 2009 
2) ᰴᘧ఍♫ ᖇᅜ࣍ࢸࣝ, ᖇᅜ࣍ࢸࣝⓒᖺྐ, ᰴᘧ఍♫ ᖇᅜ࣍ࢸࣝ, 
2000, p.395-398 
3) ᙜ᫬ࡢᘓ⠏⏺ࡢ㔜㙠బ㔝฼ჾࡢᘵᏊࠋ㐲⸨࡜ࡣ㸪ᮾிᖇᅜ኱Ꮫฟ㌟
⪅࡛࠶ࡿ࡜࠸࠺Ⅼࡀඹ㏻࡛࠶ࡿࠋ㧗ᶫࡣ㸪᪂኱㜰࣍ࢸࣝ㸦1931㸧௨
㝆㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ⤒Ⴀ࡟ࡼࡿ࣍ࢸࣝᘓ⠏ࢆᡭࡀࡅࡓࠋࣛ࢖ࢺࡀᡭࡀ
ࡅࡓᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢྲྀࡾቯࡋᚋ࡟ᘓࡘ⌧ᅾࡢ࣍ࢸࣝࡢタィ⪅࡛࠶ࡿࠋ
2) p.137 
4) 2) p.399 
5) 1) p.37, ୖ, l.14-17 
6) ㇂ᕝṇᕫ, ࣇࣛࣥࢡ࣭ࣟ࢖ࢻ࣭ࣛ࢖ࢺ࡜ࡣࡔࢀ࠿, ⋤ᅜ♫, 2001 
7) ᫂▼ಙ㐨, ᪧᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᐇㆇⓗ◊✲, ᮾගᇽ᭩ᡣ, 1994 
8) 2) p.398 
9㸧ᰴᘧ఍♫ ᖇᅜ࣍ࢸࣝ, ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ120ᖺ, ᰴᘧ఍♫ ᖇᅜ࣍ࢸࣝ, 
2010, p.16-60㸪ࣛ࢖ࢺࡀᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢタィࡢࡓࡵ࡟᮶᪥ࡋ࡚࠸ࡓ᫬㸪
㛤ᴗ᫬࠿ࡽ౑⏝ࡉࢀ㸪1922ᖺ࡟ⅆ⅏࡛඲↝ࡋࡓࢻ࢖ࢶ㢼ࢿ࣭࢜ࣝࢿ
ࢵࢧࣥࢫᵝᘧࡢᮏ㤋㸦1890㸧㸪ࡑࡢ๓࡟1919ᖺⅆ⅏࡛↝ኻࡋࡓู㤋
㸦1906㸧㸪ࡑࡢࡓࡵࣛ࢖ࢺࡀタィࡋ⮬ࡽ⁫ᅾࡋࡓ᪂ู㤋㸦1919㸧㸪
ࣛ࢖ࢺࡢタィ࡟ࡼࡿᘓタ୰ࡢ᪂࣍ࢸࣝࡀ࠶ࡗࡓࠋࡑࡢ᪂࣍ࢸࣝࢆࣛ
࢖ࢺ㤋࡜࿧ࢇࡔࠋⴠᡂ㛤ᴗᚋ㸪ࣛ࢖ࢺ㤋࡜࿧ࡤࢀࡓࡢࡣ㸪౽ᐅⓗ࡞
⌮⏤ࡢࡳ࡜ࡣ࠸࠼࡞࠸࡜ᛮࢃࢀࡿࠋ 
10) 2) p.208 
11) 9) p.56, 57 
12)㐲⸨㝡, 㐲⸨᪂≀ㄒ35 ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᕤ஦㸦୰㸧, ⚟ᓥᘓタᕤᴗ᪂⪺, 
1994.1.24 
13)⚄ᡞᆅ᪉ἲົᒁすᐑฟᙇᡤ, ᰴᘧ఍♫⏥Ꮚᅬ࣍ࢸࣝၟྕⓏグ⡙㸦ࢥ
ࣆ࣮㸧, ṊᗜᕝዪᏊ኱Ꮫ⏥Ꮚᅬ఍㤋ᗢົㄢᡤⶶ, 1952 
 
14)建築の取り壊しと保存については，2) p.663-664 
15) 3)  
16)遠藤新, 生誕百年事業委員会編, 建築家 遠藤新 作品集, 中央公論美
術出版, 2001, p.33-36 
17) 黒田智子, 生活環境学研究 No.1, 2014, p.56-61 
18) 筆者が故遠藤陶氏にから伺ったところでは，ライトと遠藤の頻繁
なやり取りを示すもの（手紙など）は残されていない。 
19) 1) p.36, 下，l.1-7 
20) 1) p. p.36，下，l.1-5，ライトは，1931年にはプリンストン大学，
シカゴ美術大学などからの招聘を受けて講義をおこなっている。 
21) 1) p.36, 上，l.5 
22) 1) p.37，上，l.9，10 
23) 16) p.36，上，l.13-17 
24) 1) p.35，上，l.1-8 
25) 波形昭一（編），社史で見る日本経済史 植民地編 第５巻 満州中
央銀行十年史，ゆまに書房，2001，満州中央銀行副総裁就任期間は
1932-1936年である。 
26) 16) p.193，上，l.5-13 
27) 1) p.35, 上，l.11  
28) 9) p.54-57 
29) 1) p.35，上，l.18-下，l.8 
30) 16) p.27，上，l.26-下，l.2 
31) 大久保美春，建築は自然への捧げ物 フランク・ロイド・ライト，
ミネルヴァ書房，2008，p.155-163，帝国ホテルに宿泊した国内外の客
の中で，1922年に宿泊したと音楽を愛好する外国人いう条件にあては
まるのは，アルバート・アインシュタインである。 
32)Wright, Frank Lloyd, The Essential Frank Lloyd Wright, Critical 
Writings on Architecture, Princeton University Press, 2008,  (First 
impression, Ralf Fletcher Seymour, 1912) ) p.72, left, p.49-right, p.12 
33) 32), p.152, l.1-29 (First impression, The Architectural Record, 
December,1928)  
34) 遠藤陶，遠藤新物語59 代田橋の家（中），福島建設工業新聞，
1994.7.18 
35) 9)， p.56 
36) 1)，下，p.8-10 
37) 1)，下，p.11-13 
38) 延床面積は，帝国ホテル 10,535 坪，甲子園ホテル 2,053 坪である。 
39)  2)，p.237 
40) 新建築 1930.7，p.50 
41) 16) p.92-102 
42) 16) p.98，下，l.23，24 
43) 16)，p.114-125 
44) 16)，p.117，上，l.27，28 
45) 16)，p.117，上，l.29，30 
46) 16)，p.117，下，l.5 
47) 16)，p.117，下，l.2，3 
48) 16)，p.117，下，l. 7，8 
49) 16)，p.117，下，l.9 
50) 16)，p.117，下，l.10 
51) 16)，p.117，下，l.10 
52) 16)，p.117，下，l.12 
53) 16)，p.117，上，l.14  
54) 16)，p.117，上，l.29 
55) 16)，p.117，下，l.16~30，p.118，下，l.2，3 
56) 16)，p.118，上，l.3~5 
57) 16)，p.118，上，l.6 
58) 16)，p.117，上，l.21 
59) 16)，p.117，上，l.8-16 
60) ライトによるサンピエトロ大聖堂またはミケランジェロ批判は，
以下にみることができる。 
The Essential Frank Lloyd Wright, Critical Writings on Architecture, 
Princeton University Press, 2008, p.110, p.289, p.198-201 
61) Frank Lloyd Wright, A Testament, 60), p.365-439，62)と 63)の翻
訳を参照した。 
62) フランク・ロイド・ライト, 谷川正己（訳）, ライトの遺書, 彰国
社, 1966 
63) 樋口清, テスタメント, フランク・ロイド・ライト, 樋口清（訳), 
テスタメント, 中央公論美術出版, 2010 
64) 1) p.36，上，l.11 
65) 1) p.36，上，l.6，7 
66) 1) p.36，上，l.13 
67) 1) p.36，上，l.14-15 
68) 16)，p.121，上，l.7 
69) 16)，p.123，上，l.18-19 
70) 16)，p.121，上，l.10 
71) 16)，p.121，上，l.2，3 
72) 16)，p.121，下，l.21 
73) 16)，p.121，下，l.26-29 
74) 16)，p.121，下，l.7-10 
75) 16)，p.121，下，l.7-8 
76) 16)，p.121，下，l.20 
77) 16)，p.122，下，l.16-19 
78) 16)，p.123，上，l.6，7 
79) 16)，p.123，下，l.3，4 
80) 16)，p.123，下，l.5，6 
81) 16)，p.124，上，l.2-4 
82) 16)，p.124，上，l. 1，2 
83) 16)，p.124，上，l. 2 
84) 16)，p.5-7 
85) 16)，p.121，上，l. 8 
86) 16)，p.121，下，l.31，32 
図版出典 
図1 16)，p.121，第1～3図をもとに，筆者が作成 
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図3 16)，p.123，下  
図4 16)，p.123，下 
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࡞࠸࡜ᤊ࠼࡚࠸ࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋඛ࡟ࡳࡓ㐲⸨ࡢ୺ᙇ࡟ᚑ࠸⿦㣭ࢆ
ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡟࠾࠸࡚࠾ࡇ࡞࠺ࡇ࡜ࡣ㸪ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖࡀ୙
ᅾ࡛࠶ࡿࡓࡵ࡟୙ྍ⬟࡛࠶ࡿࠋࡑࡢ࠿ࢃࡾ࡟㸪ࡩࡓࡘࡢṇ᪉ᙧ
ࡢ㠃ࡢ୰࡟㸪ࡇࢀࡲ࡛࡜ࡣ㐪ࡗࡓ⿦㣭ࢆ⪃᱌ࡍࡿ࡜࠸࠺᪉ྥࡢ
㑅ᢥࡋ࠿࡞࠸ࠋࡑࡢ㑅ᢥࢆ㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡢ㏣ồ࡛
࠶ࡿ࡜࿧ࢇ࡛࠸ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋ 
 㐲⸨ࡣ㸪ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖ࡟ࡼࡿᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢ↢⎰ቨ࡛ࡣ㸪↢
⎰࡜┠ᆅࡢ㛵ಀᛶ࡜ࡋ࡚┠ᆅࢆᤊ࠼ࡿࠋ୍᪉㸪ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖ
ࡢ㏣ồࡣ㸪↢⎰ቨ࡟࠾࠸࡚ࡣ㸪┠ᆅࡔࡅ࡟ὀ┠ࡋኚ໬ࢆࡘࡅࡼ
࠺࡜ࡍࡿጼໃ࡜ࡋ࡚ᤊ࠼ࡿࠋࡑࡢ⫼ᚋ࡟㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡟ࡣ㸪ᘓ
⠏඲యࢆ㈏ࡃࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖࢆ㸪ᵝᘧᘓ⠏࡟ࡣ㸪ࡑࡢᘓ⠏඲య
ࢆ㈏ࡃࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡢ㏣ồࢆࡳ࡚࠸ࡿࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋ 
ࡲࡓ㸪ࡑࡢࡼ࠺࡞ᘓ⠏඲య࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⪃࠼᪉ࡢ㐪࠸ࢆ㸪↢⎰
ࡢ┠ᆅࡔࡅ࡛࡞ࡃ㸪⣽㒊ࡘࡲࡾ㸪⿦㣭ࡢ⫼ᚋ࡟ࡶࡳ࡚࠸ࡿ࡜࠸
࠼ࡼ࠺ࠋࡋࡓࡀࡗ࡚㸪ᘓ⠏⏺ࡀ㸪ᵝᘧᘓ⠏ⓗ࡞ࡶࡢࡢぢ᪉ࡢࡳ
ࢆࡶࡘ࡞ࡽ㸪ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡢ㏣ồ࡜࠸࠺どⅬ㸪ࡘࡲࡾ㸪㐲⸨
ࡀ࠸࠺ࠕᢏᕦ 㸪ࠖࠕᕤኵ 㸪ࠖࠕ⣽ᕤࠖࡢ⠊ᅖ࡛ᖇᅜ࣍ࢸࣝࢆホ౯ࡍ
ࡿࡇ࡜࡟࡞ࡿࡔࢁ࠺ࠋ 
 ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡀ❹ᕤࡋ࡚ 13 ᖺᚋ㸪ࠗ ᘓ⠏⨾⾡࠘ࢆⓎ⾲ࡋ࡚ 10
ᖺᚋ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ᑵ࠸࡚ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪㐲⸨ࡣ㸪ᘓ⠏
⏺ࡢホ౯ࡀࠕ㒊ศⓗᡭἲࡢᮎ࡟ࡘ࠸࡚ゝ࠸Ⅽࡉࢀ࡚࠸ࡿࠖ࡜ᣦ
᦬ࡋࡓࠋࡑࡢ⫼ᬒ࡟㸪౫↛࡜ࡋ࡚㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝ࡜᪥ᮏࡢᵝᘧᘓ
⠏ࡢࡑࢀࡒࢀࢆ㈏ࡃ᰿ᮏⓗ࡞⪃࠼᪉ࡢ㐪࠸㸪ࡘࡲࡾ㸪ࠕᘓ⠏ⓗ
ᵓᡂࠖ࡜ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖ࡜࠸࠺⪃࠼᪉ࡢ㐪࠸ࡀᏑᅾࡍࡿ࡜⪃࠼
࡚࠸ࡓࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࡔࢁ࠺࠿ࠋ㐲⸨࡟࡜ࡗ࡚ࡣ㸪୧⪅ࡢ㐪࠸ࡣ㸪
㐲⸨ࡀࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖ࡜࿧ࡪ㛵ಀᛶ࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⪃࠼ࢆ㑅ᢥࡍࡿ
࠿ྰ࠿ࢆዎᶵ࡜ࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮ࠺ࠋྠ᫬࡟㸪㐲⸨ࡀ࠸࠺ࠕ➨୕ࡢ
ࡶࡢࠖࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࡀ㸪ࠕఱ࡜ࡶ࠸࠼࡞࠸࿡ 㸪ࠖࠕ↓㝈ࡢ࿡ 㸪ࠖ
ࠕ㊃ࡁ 㸪ࠖࠕ㢼᝟ 㸪ࠖࠕ⨾ࡋࡉࠖ࡞࡝ࡢ≉㉁ࢆᚓࡿዎᶵ࡛ࡶ࠶ࢁ࠺ࠋ 
 
⤖ࡧ
 㐲⸨ࡀ㸪ࠕᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢቑ⠏࡟ࡘ࠸࡚ࠖࢆグ㏙ࡍࡿ࡟⮳ࡗࡓ
ࡢࡣ㸪⮬ศ௨እ࡟ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏࡜ࡋ࡚ࡢ౯್ࢆㄝ࡛᫂ࡁࡿ
ࡶࡢࡀ࠸࡞࠸࡜࠸࠺㸪౑࿨ឤ࠿ࡽࡔ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋ㐲⸨࡟࡜ࡗ࡚㸪
ࡑࢀࡣ㸪ᘓ⠏✵㛫ࡢⱁ⾡ⓗ౯್࡛࠶ࡾ㸪௚ࢆࡶࡗ࡚௦࠼ࡿࡇ࡜
ࡀฟ᮶࡞࠸౯್࡛࠶ࡗࡓࠋ  
 ࡑࡢࡼ࠺࡞ᘓ⠏✵㛫ࡀᣢࡘ≉㉁࡟㸪㐲⸨ࡣࠕᘓ⠏✵㛫ࡢ㓬㓮
࿡ࠖ࡜ྡ࡙ࡅࡓࠋࡑࢀࡣ㸪᏶ᡂᙜึࡣከᑡࡢ㐪࿴ឤࡀ࠶ࡗࡓࡶ
ࡢࡢ㸪ࠕ୙ᛮ㆟࡞㨩ຊࠖ࡜ࡋ࡚ឤࡌࡽࢀ㸪ࠕẁࠎ࡜඼ࡢࡼࡉࡀุ
ࡗ࡚᮶ࡿࡼ࠺࡟ࠖᛮࢃࢀ㸪ࠕᘓ⠏ࡢ࿡ࠖ࡜ࡋ࡚㸪ゼࢀࡿே࡟ศ
࠿ࡕྜࢃࢀࡘࡘ࠶ࡗࡓࠋ୍᪉㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡣ㸪࠿ࡘ࡚ࣛ࢖ࢺ࡟
ࡼࡗ࡚㸪ࠕ➨஑ࢩࣥࣇ࢛ࢽ࣮ࡼࡾ୍ẁࡢປసࠖ࡜ㄒࡽࢀࡓࡶࡢ
࡛࠶ࡾ㸪㐲⸨⮬㌟ࡀࠕᐜ᫆࡞ࡇ࡜࡛ࡣ࡞࠸ 㸪ࠖࠕ኱ࡁ࡞సရࠖ࡜
࿧ࢇࡔࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
 ࡑࢀࡽࢆᐇ⌧ࡋࡓ᪉ἲ࡜ࡋ࡚㸪㐲⸨ࡀ࠶ࡆࡿࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖ࡜
ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖ࡟ࡘ࠸࡚⪃ᐹࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ๓⪅ࡣ㸪ேࡢ኱ࡁ
ࡉࢆᑻᗘ࡜ࡋ࡚ᘓ⠏ࡢᑍἲࢆỴࡵࡿࡇ࡜㸪ᚋ⪅ࡣ㸪ࠕ➨୕ࡢࡶ
ࡢࠖ࡟ࡼࡗ࡚㸪஧ࡘࡢᘓ⠏ⓗせ⣲ࢆ㛵ಀ࡙ࡅࡿࡇ࡜ࢆᇶᮏ࡜ࡍ
ࡿࠋࡑࢀࡒࢀ࡟ࡼࡗ࡚㸪ࠕఱ࡜࡞ࡋ࡟ேࢆᘬࡁࡘࡅ㸪ᢪࡁࡼࡏ
ࡿᵝ࡞ᚰᣢࡕࠖࡸ㸪ࠕ↓㝈ࡢ࿡ࠖࢆᚓ࡚࠸ࡿ࡜ࡢ࡭࡚࠸ࡿࠋ୍
᪉㸪ࠕࢫࢣ࣮ࣝࠖࢆ⪃៖ࡋ࡞࠸ᘓ⠏ࡣ㸪኱ࡁࡉࢆᐇឤ࡛ࡁ࡞࠸
࡜࠸࠺ࠋࡲࡓ㸪ࠕ➨୕ࡢࡶࡢࠖࢆࡶࡓ࡞࠸ᘓ⠏ࡣ㸪ࡓ࡜࠼↢⎰
ቨࡦ࡜ࡘ࡟ࡋ࡚ࡶ㸪ࠕⷧࡃ࡚ሀ࠸ࠖ༳㇟ࢆ୚࠼ࡿ࡜࠸࠺ࠋ 
≉࡟㸪㐲⸨ࡣ㸪ࠕᘓ⠏ⓗᵓᡂࠖࢆㄝ᫂ࡍࡿ㝿࡟㸪ࠕ⤮⏬ⓗຠ
ᯝࠖ࡜ẚ㍑ᑐ↷ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡢẚ㍑࡟࠾࠸࡚㸪ⱁ⾡࡜ࡋ࡚ࡢᘓ
⠏࡬ࡢ㐲⸨ࡢ㛵ᚰࡣ㸪㡢ᴦࡼࡾࡶࡴࡋࢁ⤮⏬࡜ࡢᑐẚ࡟㔜Ⅼࡀ
࠶ࡿࡇ࡜ࡀఛ࠼ࡿࠋࡑࡢࡼ࠺࡞ࠕ⤮⏬ⓗຠᯝࠖࡣ㸪ᙜ᫬ࡢᵝᘧ
ᘓ⠏ࡢ⫼ᚋ࡟㐲⸨ࡀࡳ࡚࠸ࡓ⪃࠼᪉࡛࠶ࡗࡓࠋྠ᫬࡟㸪ᙜ᫬ࡢ
ᘓ⠏⏺࡟ᑐࡋ࡚㸪ࡑࡢ⫼ᚋ࡟ࡳ࡚࠸ࡓ⪃࠼᪉ࡔ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋᘓ
⠏࡜⤮⏬࡜ࡢ㛵ಀ࡟ࡘ࠸࡚㸪௒ᚋࡉࡽ࡟㸪㐲⸨ࡢ⪃࠼ࢆ⪃ᐹࡋ
ࡓ࠸ࠋ≉࡟㸪㐲⸨ࡀ㸪ᖇᅜ࣍ࢸࣝࡢᘓ⠏✵㛫ࡢ≉㉁࡜ࡋ࡚㸪
ࠕ✵㛫ࡢ㓬㓮࿡ࠖ࡜ඹ࡟࠶ࡆ࡚࠸ࡿࠕᘓ⠏ᮏ᮶ࡢ❧యᛶࠖࢆ⪃
ᐹࡍࡿ㝿ࡢㄢ㢟࡛ࡶ࠶ࡿࠋ 
 
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44) 16)，p.117，上，l.27，28 
45) 16)，p.117，上，l.29，30 
46) 16)，p.117，下，l.5 
47) 16)，p.117，下，l.2，3 
48) 16)，p.117，下，l. 7，8 
49) 16)，p.117，下，l.9 
50) 16)，p.117，下，l.10 
51) 16)，p.117，下，l.10 
52) 16)，p.117，下，l.12 
53) 16)，p.117，上，l.14  
54) 16)，p.117，上，l.29 
55) 16)，p.117，下，l.16~30，p.118，下，l.2，3 
56) 16)，p.118，上，l.3~5 
57) 16)，p.118，上，l.6 
58) 16)，p.117，上，l.21 
59) 16)，p.117，上，l.8-16 
60) ライトによるサンピエトロ大聖堂またはミケランジェロ批判は，
以下にみることができる。 
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61) Frank Lloyd Wright, A Testament, 60), p.365-439，62)と 63)の翻
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62) フランク・ロイド・ライト, 谷川正己（訳）, ライトの遺書, 彰国
社, 1966 
63) 樋口清, テスタメント, フランク・ロイド・ライト, 樋口清（訳), 
テスタメント, 中央公論美術出版, 2010 
64) 1) p.36，上，l.11 
65) 1) p.36，上，l.6，7 
66) 1) p.36，上，l.13 
67) 1) p.36，上，l.14-15 
68) 16)，p.121，上，l.7 
69) 16)，p.123，上，l.18-19 
70) 16)，p.121，上，l.10 
71) 16)，p.121，上，l.2，3 
72) 16)，p.121，下，l.21 
73) 16)，p.121，下，l.26-29 
74) 16)，p.121，下，l.7-10 
75) 16)，p.121，下，l.7-8 
76) 16)，p.121，下，l.20 
77) 16)，p.122，下，l.16-19 
78) 16)，p.123，上，l.6，7 
79) 16)，p.123，下，l.3，4 
80) 16)，p.123，下，l.5，6 
81) 16)，p.124，上，l.2-4 
82) 16)，p.124，上，l. 1，2 
83) 16)，p.124，上，l. 2 
84) 16)，p.5-7 
85) 16)，p.121，上，l. 8 
86) 16)，p.121，下，l.31，32 
図版出典 
図1 16)，p.121，第1～3図をもとに，筆者が作成 
図2 7），p.67 をもとに，筆者が作成 
図3 16)，p.123，下  
図4 16)，p.123，下 
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